
 

 

 

 

 

 

基 礎 科 学 分 野 
 

 

自然の成り立ち 



 

授
業
科
目 

物理学 

科 

目 

責
任
者 

三石 孟 単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

平尾 温司 時間数 １５ 受講セメスター 
１・２年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 自然科学の基礎学問としての物理学の基本を理解する。物理法則に基づく自然理解の方法を把握する。 

到達

目標 

１．基本的な物理学の項目について現象、理論、法則性を学ぶ。 
２．生命現象と物理法則の関わりの例示や医療機器との関連を理解する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

５・６ 

 

 

 

７ 

 

 

８ 

 

波動のしくみ、光と音 
 
 
熱と温度 
 
 
電気と磁気 
 
 
力学 
 
 
電子、原子核、素粒子 
 
 
 
現代物理と最先端医療 
 
 
評価 
 

［講義］干渉回折、全反射、ドップラー効果、レーザ、電磁波、

超音波、現代物理学と先端医療について学習する。 
 
［講義］物質の相と熱、分子の熱運動と分子結合、不可逆現象、

体温制御の物理について学習する。 
 
［講義］基本粒子と電荷、超伝導、感電、電磁相互作用、ローレ

ンツ力について学習する。 
 
［講義］円運動、運動量・力学エネルギーの保存、血圧測定の物

理、介護動作の物理について学習する。 
 
［講義］原子のエネルギー準位、発光、元素の起源、放射性崩壊、

核反応、素粒子の階層構造、高エネルギー粒子について

学習する。 
 
［講義］粒子加速器利用の最先端医療、電離放射線被爆について

学習する。 
 
 
 
 

三石 
 
 

三石 
 
 

三石 
 
 

三石 
 
 

三石 
 
 
 

三石 
 
 

三石 
 

教
科
書 

「シップマン自然科学入門増補改訂版 新物理

学」シップマン著、勝守寛監訳、学術図書出版社、 
２００２年 

参
考
書
等 

「物理学への誘い」大貫惇睦編、大阪大学出版会、 
２００３年 
「新目で楽しむ量子力学の本」大場一郎訳、丸善出版、 
２００７年 
「医歯薬系の物理学」林一他著、丸善出版、２００２年 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．定期試験レポート(５０%) 
２．小レポート(４０%) 
３．参加態度(１０%) 

備
考 

例示実験等から数式をあまり使わないで物理のおもしろさの一端を実感することができる。物理と看護・医療との密

接な繋がりも俯瞰できる。オフィスアワーも適宜設ける。最先端の物理学の一端に触れるため、つくば市の高エネル

ギー加速器研究機構などの見学も可能である。予習・復習の際には他の教科での内容との繋がりも整理していくこと。 
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授
業
科
目 

生物学 

科 

目 

責
任
者 

井口 智文 単位数 １ 必修選択別 必修 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

平尾 温司 時間数 １５ 受講セメスター 
１年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 生物学および基礎医学系科目を学ぶ上での基礎知識を習得する。 

到達

目標 

１．生体の最小単位である細胞の構造とその機能を理解する。 

２．遺伝情報の伝達と発現を理解する。 

３．生殖や動物の身体を構成する器官を理解する。 

４．生物と環境の関係について理解する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 
 
 

２ 
 

３ 
 
 

４ 
 

５ 
 

６ 
 
７ 
 
８ 
 

生物の分類・生物と環境 
 
 
細胞の構造と機能 
 
生体エネルギー生産 
 
 
遺伝子の構造と機能 
 
細胞分裂 
 
動物の発生 
 
動物の器官系 
 
試験 

［講義］生物の持つ共通性、生物の分類、生物と環境の関係につ

いて学習する。 
 
［講義］細胞小器官について学習する。 
 
［講義］細胞呼吸（解糖系、クエン酸回路、電子伝達系）につい

て学習する。 
 
［講義］転写・翻訳・複製と発現調節について学習する。 
 
［講義］体細胞分裂および減数分裂について学習する。 
 
［講義］両生類と哺乳類の発生について学習する。 
 
［講義］消化系、呼吸系、循環系および排出系について学習する。 
 
 

井口 
 
 

井口 
 

井口 
 
 

井口 
 

井口 
 

井口 
 

井口 
 

井口 
 

教
科
書 

「ニューステージ新生物図表」浜島書店編集部、 

浜島書店、２０２０年 

 

参
考
書
等 

「やさしい基礎生物学 第２版」南雲保編著、羊土社、 

２０１４年 

「生命科学のための基礎 生物」大島泰郎監修、実教出版、

２００４年 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１.筆記試験（１００％） 

 

 

備
考 

本講義は、高校までに学んできた生物領域の内容を整理し深め基礎医学系科目を学ぶ上での基礎知識を習得する科目であ

る。各回に該当する教科書部分を事前に目を通し授業に参加するとともに、ノート整理などを通じて事後学習を行うこと。 

授
業
科
目 

化学 

科 

目 

責
任
者 

二瓶 賢一 単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

平尾 温司 時間数 １５ 受講セメスター 
１・２年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 物質や分子、原子の担う現象、つまり物質のありかたと化学反応について理解する。 

到達

目標 

１．原子と分子の構造、分類、性質と化学反応との関係を理解する。 

２．酸−塩基反応と化学平衡を理解する。 

３．基本的生体構成成分を理解する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 
 
 
 
２ 
 
 
 
３ 
 
 
 
４ 
 
 
 
５ 
 
 
 
６ 
 
 
 
７ 
 
 
 
８ 

毒ガスの化学 
 
 
 
日焼けの化学 
 
 
 
温泉の化学 
 
 
 
お菓子の化学 
 
 
 
点滴の化学 
 
 
 
消毒の化学 
 
 
 
高山病の化学 
 
 
 
試験 

［講義］毒ガスの話を通して、原子と分子の構造、分類、性質お

よび化学反応性について学習する。 
キーワード：原子価、パウリの排他原理、塩素 

 
［講義］日焼けの話を通して、原子と分子の構造、分類、性質と

化学反応性および生体構成成分について学習する。 
キーワード：紫外線、ラジカル、光合成 
 

［講義］温泉の話を通して、化学反応、化学平衡、熱力学および

生体構成成分について学習する。 
キーワード：エントロピー、ラドン、タンパク質の変性 
 

［講義］お菓子の話を通して、化学平衡、酸化還元、熱力学およ

び生体構成成分について学習する。 

キーワード：熱量、甘味料、ビタミンC 
 

［講義］点滴の話を通して、原子と分子の構造、性質、酸−塩基

反応および溶液の性質について学習する。 
キーワード：イオン、pH、緩衝液 

 
［講義］消毒の話を通して、原子と分子の構造、性質および生体

構成成分について学習する。 

キーワード：石けん、界面活性剤、抗生物質 

 
［講義］高山病の話を通して、原子と分子の性質、生体構成成分

および気体の性質について学習する。 

キーワード：理想気体、分圧、麻酔 

二瓶 
 
 
 

二瓶 
 
 
 

二瓶 
 
 
 

二瓶 
 
 
 

二瓶 
 
 
 

二瓶 
 
 
 

二瓶 
 
 
 

二瓶 

教
科
書 

指定しない 
参
考
書
等 

「マクマリー有機化学概説第７版」J. McMurry著、 
東京化学同人、２０１７年 
「化学入門第２版」下井守他著、東京化学同人、 
２０１３年 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．試験（６０％） 
２．小テスト（３０％） 
３．授業態度（１０％） 

備
考 

講義の予習・復習を行うこと。予習として、インターネット等を活用し、「学習内容ならびに方法」に記載したキー

ワードについてあらかじめ調べること。また、板書事項の復習を行うこと。 
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授
業
科
目 

生物学 

科 

目 

責
任
者 

井口 智文 単位数 １ 必修選択別 必修 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

平尾 温司 時間数 １５ 受講セメスター 
１年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 生物学および基礎医学系科目を学ぶ上での基礎知識を習得する。 

到達

目標 

１．生体の最小単位である細胞の構造とその機能を理解する。 

２．遺伝情報の伝達と発現を理解する。 

３．生殖や動物の身体を構成する器官を理解する。 

４．生物と環境の関係について理解する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 
 
 

２ 
 

３ 
 
 

４ 
 

５ 
 

６ 
 
７ 
 
８ 
 

生物の分類・生物と環境 
 
 
細胞の構造と機能 
 
生体エネルギー生産 
 
 
遺伝子の構造と機能 
 
細胞分裂 
 
動物の発生 
 
動物の器官系 
 
試験 

［講義］生物の持つ共通性、生物の分類、生物と環境の関係につ

いて学習する。 
 
［講義］細胞小器官について学習する。 
 
［講義］細胞呼吸（解糖系、クエン酸回路、電子伝達系）につい

て学習する。 
 
［講義］転写・翻訳・複製と発現調節について学習する。 
 
［講義］体細胞分裂および減数分裂について学習する。 
 
［講義］両生類と哺乳類の発生について学習する。 
 
［講義］消化系、呼吸系、循環系および排出系について学習する。 
 
 

井口 
 
 

井口 
 

井口 
 
 

井口 
 

井口 
 

井口 
 

井口 
 

井口 
 

教
科
書 

「ニューステージ新生物図表」浜島書店編集部、 

浜島書店、２０２０年 

 

参
考
書
等 

「やさしい基礎生物学 第２版」南雲保編著、羊土社、 

２０１４年 

「生命科学のための基礎 生物」大島泰郎監修、実教出版、

２００４年 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１.筆記試験（１００％） 

 

 

備
考 

本講義は、高校までに学んできた生物領域の内容を整理し深め基礎医学系科目を学ぶ上での基礎知識を習得する科目であ

る。各回に該当する教科書部分を事前に目を通し授業に参加するとともに、ノート整理などを通じて事後学習を行うこと。 
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授
業
科
目 

医療と 

バイオテクノロジー 

科
目
責
任
者 

平尾 温司 

単位数 1 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 
時間数 １５ 受講セメスター 

1・2 年次 
前学期 

学
習
目
的
と
目
標 

目的 

バイオテクノロジーは、古くは発酵食品の生産から始まり、現在では遺伝子組み換えの発展とともに農業生

産や環境、および医療に利用されている。本科目はバイオテクノロジーの基礎知識の習得および産業への応

用等、幅広い見識を持たせることを目的とする。 

到達

目標 

1. 遺伝子組換え技術の基礎的知識の習得する。 

2. バイオテクノロジー技術の医薬品を含めた産業への応用について理解する。 

3. 最新の再生医療に関する基礎的知識を習得する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容並びに方法 担当教員 

１ 
 
 
 
２ 
 
 
 
３ 
 
 
 
４ 
 
 
 

５・６ 
 
 
 
７ 
 
 
８ 

バイオテクノロジーの

歴史 
 
 
グリーンバイオテクノ

ロジー 
 
 
バイオテクノロジーの

動物への応用 
 
 
バイオテクノロジーが

もたらした医薬品 
 
 
再生医療とバイオテク

ノロジー 
 
 
ゲノム編集およびゲノ

ム医療 
 
評価 

［講義］バイオテクノロジーとは何か。発酵食品や動植物の品

種改良から現代までのバイオテクノロジーの歴史につ

いて学習する。 
 
［講義］遺伝子組換え技術農作物と機能性農作物、花粉症治療 

米や無花粉スギについて学習し、遺伝子組換えの基礎技 
術について学習する。 
 

［講義］ヒトの不妊治療の基礎となる動物の人工授精、胚移植、 
体外受精、緑色蛍光タンパクやクローン動物等について 
学習する。 
 

［講義］ペニシリンの発見から遺伝子組換え技術によって作製 
   されるヒトインスリンやヒト成長ホルモンについて学習 

する。 
 

 ［講義］近年、話題になっているＥＳ細胞やｉＰＳ細胞などに 
    ついて学ぶとともに再生医療の可能性と最新事情につ 

いて学習する。 
 

［講義］近年、開発されたゲノム編集技術およびゲノム医療に 
ついて学習する。 

 
  

平尾 
 
 
 

平尾 
 
 
 

平尾 
 
 
 

平尾 
 
 
 

平尾 
 
 
 

平尾 
 
 

平尾 
 
 

教
科
書 

指定しない 
参
考
書
等 

「高校生からのバイオ科学の最前線」 

生化学若い研究者の会著、日本評論社、２０１４年 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１.レポートによる評価（８０％） 
２.学習態度（２０％） 

備
考 

予習は必要としない。毎回、講義資料を配布するので復習に利用すること。 

 

授
業
科
目 

人体科学の基礎 

科
目
責
任
者 

倉科 智行 

単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 
時間数 １５ 受講セメスター 

１・２年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 人体科学を学ぶために必要な、自然科学の諸領域の基礎を横断的に理解する。 

到達

目標 

１．人体科学を学ぶために必要な、自然科学の基礎を理解する。 

２．自然科学の諸領域間の有機的連関を把握する。 

 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 
 
 
 
２ 
 
 
３ 
 
 
４ 
 
 
５ 
 
 
６ 
 
 
７ 
 
 
８ 

総論・単位 
 
 
 
人体の成り立ち 
 
 
生殖と死 
 
 
恒常性 
 
 
生命反応と物質 
 
 
電気と波 
 
 
医療と科学 
 
 
評価 

［講義］自然科学系学科目の基礎を概観し、人体科学を理解する

ために必要な「単位」の意味について、分野横断的に学

ぶ。 
 
［講義］細胞の成り立ちと仕組みを学習し、人体の構造の基礎に

ついて学ぶ。 
 
［講義］遺伝の学習を通じ、生殖と死について考える。 
 
 
［講義］生命維持の仕組みを考える。 
 
 
［講義］生命反応を、主に化学の観点から学ぶ。 
 
 
［講義］生命反応を、主に物理学の観点から学ぶ。 
 
 
［講義］医療の現場における化学、物理、数学の活用される場に

ついて学ぶ。 

倉科 
 
 
 

倉科 
 
 

倉科 
 
 

倉科 
 
 

倉科 
 
 

倉科 
 
 

倉科 
 
 

倉科 

教
科
書 

指定しない 
参
考
書
等 

なし 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．レポート（８０％） 
２．学習態度（２０％） 

備
考 

理科系科目に苦手意識がある学生、十分学べてこなかった自覚がある学生の受講を歓迎する。各回の学習課題につい

ての予習と講義の復習をしっかり行い、理解を深めてほしい。 
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授
業
科
目 

医療と 

バイオテクノロジー 

科
目
責
任
者 

平尾 温司 

単位数 1 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 
時間数 １５ 受講セメスター 

1・2 年次 
前学期 

学
習
目
的
と
目
標 

目的 

バイオテクノロジーは、古くは発酵食品の生産から始まり、現在では遺伝子組み換えの発展とともに農業生

産や環境、および医療に利用されている。本科目はバイオテクノロジーの基礎知識の習得および産業への応

用等、幅広い見識を持たせることを目的とする。 

到達

目標 

1. 遺伝子組換え技術の基礎的知識の習得する。 

2. バイオテクノロジー技術の医薬品を含めた産業への応用について理解する。 

3. 最新の再生医療に関する基礎的知識を習得する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容並びに方法 担当教員 

１ 
 
 
 
２ 
 
 
 
３ 
 
 
 
４ 
 
 
 

５・６ 
 
 
 
７ 
 
 
８ 

バイオテクノロジーの

歴史 
 
 
グリーンバイオテクノ

ロジー 
 
 
バイオテクノロジーの

動物への応用 
 
 
バイオテクノロジーが

もたらした医薬品 
 
 
再生医療とバイオテク

ノロジー 
 
 
ゲノム編集およびゲノ

ム医療 
 
評価 

［講義］バイオテクノロジーとは何か。発酵食品や動植物の品

種改良から現代までのバイオテクノロジーの歴史につ

いて学習する。 
 
［講義］遺伝子組換え技術農作物と機能性農作物、花粉症治療 

米や無花粉スギについて学習し、遺伝子組換えの基礎技 
術について学習する。 
 

［講義］ヒトの不妊治療の基礎となる動物の人工授精、胚移植、 
体外受精、緑色蛍光タンパクやクローン動物等について 
学習する。 
 

［講義］ペニシリンの発見から遺伝子組換え技術によって作製 
   されるヒトインスリンやヒト成長ホルモンについて学習 

する。 
 

 ［講義］近年、話題になっているＥＳ細胞やｉＰＳ細胞などに 
    ついて学ぶとともに再生医療の可能性と最新事情につ 

いて学習する。 
 

［講義］近年、開発されたゲノム編集技術およびゲノム医療に 
ついて学習する。 

 
  

平尾 
 
 
 

平尾 
 
 
 

平尾 
 
 
 

平尾 
 
 
 

平尾 
 
 
 

平尾 
 
 

平尾 
 
 

教
科
書 

指定しない 
参
考
書
等 

「高校生からのバイオ科学の最前線」 

生化学若い研究者の会著、日本評論社、２０１４年 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１.レポートによる評価（８０％） 
２.学習態度（２０％） 

備
考 

予習は必要としない。毎回、講義資料を配布するので復習に利用すること。 
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授
業
科
目 

宇宙学 

科 

目 

責
任
者 

大森 理恵 単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

倉科 智行 時間数 １５ 受講セメスター 
１・２年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 宇宙の生成と現状についての理論と観測結果を理解し、私たちが置かれた宇宙空間について把握する。 

到達

目標 

１.人類が歩んできた宇宙探究の歴史と今を理解する。 

２.恒星と惑星、太陽系を理解する。 

３.銀河宇宙の成り立ちを理解する。 

４.宇宙の誕生とその後の変化についての理論を理解する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１・２ 
 
 
 
 
 
 

３・４ 
 
 
 
 
 
 
 

５・６ 
 
 
 
 
 
７ 
 
 
 
８ 

現代の宇宙の姿 
 
 
 
 
 
 
宇宙からの信号とそのキ

ャッチ、宇宙の探査 
 
 
 
 
 
 
宇宙のはじまりと進化 
 
 
 
 
 
地球、生命の誕生 
 
 
 
試験 

［講義］古典宇宙論：天動説から地動説へ、コペルニクス、ガリ

レオの登場、ケプラーの法則とニュートン 
    宇宙のスペック：大きさ、密度、温度、形、構成物、年

齢等 
    宇宙の階層構造：恒星、惑星、衛星、小惑星、太陽系、

銀河、銀河団、超銀河団 
  以上の項目について学習する。 
［講義］宇宙からの信号：宇宙線（電磁波、粒子線、重力波）と 

        その源（ガンマ線バースト、超新星爆

発、パルサー、クエーサー等） 
信号のキャッチ：ハッブル宇宙望遠鏡、赤外線望遠鏡す

ばる、ガンマ線望遠鏡、重力波望遠鏡、

宇宙ステーション 
    宇宙探査：月面探査、惑星探査等 
  以上の項目について学習する。 
［講義］宇宙の始まり：ハッブルの法則、ビックバン宇宙、宇宙 
           背景放射、膨張宇宙 
    星の進化：４つの基本的な力、星間ガス、原始星、主系

列星、赤色巨星、白色矮星、超新星爆発、中

性子星、ブラックホール 
  以上の項目について学習する。 
［講義］地球の誕生、生命の誕生、宇宙の元素分布、水、生体高

分子、地球外の生体関連分子 
  以上の項目について学習する。 
 

大森 
 
 
 
 
 
 

大森 
 
 
 
 
 
 
 

大森 
 
 
 
 
 

大森 
 
 
 

大森 

教
科
書 

指定しない 
参
考
書
等 

「宇宙に果てはあるか」、吉田伸夫、新潮社、２００７年 
「星と宇宙」、黒星瑩一訳、共立出版、１９９８年 
「宇宙は何でできているのか」、村山斉、幻冬舎新書、２０１０年 

「１３７億年の物語」、クリストファー・ロイド、文藝春秋、 

２０１２年 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１． レポート（６０％） 
２． 受講態度（４０％） 
 

備
考 

 宇宙への知見を紹介する。関連する基本的事項も交えて解説し理解しやすいように心がける。また、身近な天文ニュ

ース等もトピックスとして取り上げてゆくので、日頃の報道に注目しつつ、天体現象の観察等参加可能な場合には積極

的に参加・体験することを希望する。 特に予習は必要としないが、配布資料をもとに授業中に自分ノートを作るよう

心掛けてほしい。能動的に宇宙観をはぐくめるよう補充的な勉強の相談にも応じる。 

 

授
業
科
目 

災害学 

科 

目 

責
任
者 

米川 力 単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

大塚 公一郎 時間数 １５ 受講セメスター 
１・２年次 

前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 災害の概念と関連する法、防災とまちづくり、災害医療、看護について理解を深める。 

到達

目標 

１．災害の定義と類型を理解する。 

２．自然災害や人災の代表的な事例を理解し、関連法の基本を理解する。 

３．防災とまちづくりについて理解する。 

４．災害医療・看護の基本を理解する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

７ 

 

 

８ 

災害とは 

 

災害と医療 

 

災害看護の実際 

 

 

防災と街づくり 

 

 

国の政策と法律 

 

 

心のケア 

 

災害対応の実践 

 

 

試験 

［講義］災害看護の歴史、現状、課題について事例を元に理解する。 

 

［講義］災害医療（DMAT）の活動を理解する。 

 

［講義］災害看護の実践に必要な知識や技術について実例を元に理

解する。 

 

［講義］消防の立場からの防災のためのまちづくり・システム作りを理解

する。 

 

［講義］災害看護を実践する上で必要な国の政策や災害関連法規について

理解する。 

 

［講義］被災者と救援者に対する心のケアの重要性を理解する。 

 

［演習］災害対応ゲームを用いたシミュレーションを行い、実際の災害

現場での対応を考える。 

 

 

米川 

 

阿野 

 

谷島 

 

 

秋山 

 

 

米川 

 

 

米川 

 

米川 

 

 

米川 

教
科
書 

指定しない 

参
考
書
等 

「災害看護 改訂第３版」小原真理子 酒井明子、南山堂、２０１２年 
「看護の統合と実践③ 災害看護」酒井明子、メディカ出版、２０１７年 
「看護管理者の判断と行動」山崎達枝、日総研、２０１１年 
「災害派遣シミュレーションQ&A」山崎達枝、日本看護協会出版会、 
２０１３年                             

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

筆記試験（１００％） 

備
考 

頻発する災害発生時にどのように対応すべきかの基本を学ぶ科目である。 

 

事前学習として、以下の冊子を熟読すること 

①栃木県看護協会HP内の「災害看護マニュアル」 

http://www.t-kango.or.jp/images/download/rsaigai2013.pdf 

②「スフィア・ハンドブック」 

https://www.refugee.or.jp/sphere/The_Sphere_Project_Handbook_2011_J.pdf 

③内閣府HP 「避難所運営ガイドライン」 

http://www.bousai.go.jp/taisaku/hinanjo/pdf/1604hinanjo_guideline.pdf 
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授
業
科
目 

宇宙学 

科 

目 

責
任
者 

大森 理恵 単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

倉科 智行 時間数 １５ 受講セメスター 
１・２年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 宇宙の生成と現状についての理論と観測結果を理解し、私たちが置かれた宇宙空間について把握する。 

到達

目標 

１.人類が歩んできた宇宙探究の歴史と今を理解する。 

２.恒星と惑星、太陽系を理解する。 

３.銀河宇宙の成り立ちを理解する。 

４.宇宙の誕生とその後の変化についての理論を理解する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１・２ 
 
 
 
 
 
 

３・４ 
 
 
 
 
 
 
 

５・６ 
 
 
 
 
 
７ 
 
 
 
８ 

現代の宇宙の姿 
 
 
 
 
 
 
宇宙からの信号とそのキ

ャッチ、宇宙の探査 
 
 
 
 
 
 
宇宙のはじまりと進化 
 
 
 
 
 
地球、生命の誕生 
 
 
 
試験 

［講義］古典宇宙論：天動説から地動説へ、コペルニクス、ガリ

レオの登場、ケプラーの法則とニュートン 
    宇宙のスペック：大きさ、密度、温度、形、構成物、年

齢等 
    宇宙の階層構造：恒星、惑星、衛星、小惑星、太陽系、

銀河、銀河団、超銀河団 
  以上の項目について学習する。 
［講義］宇宙からの信号：宇宙線（電磁波、粒子線、重力波）と 

        その源（ガンマ線バースト、超新星爆

発、パルサー、クエーサー等） 
信号のキャッチ：ハッブル宇宙望遠鏡、赤外線望遠鏡す

ばる、ガンマ線望遠鏡、重力波望遠鏡、

宇宙ステーション 
    宇宙探査：月面探査、惑星探査等 
  以上の項目について学習する。 
［講義］宇宙の始まり：ハッブルの法則、ビックバン宇宙、宇宙 
           背景放射、膨張宇宙 
    星の進化：４つの基本的な力、星間ガス、原始星、主系

列星、赤色巨星、白色矮星、超新星爆発、中

性子星、ブラックホール 
  以上の項目について学習する。 
［講義］地球の誕生、生命の誕生、宇宙の元素分布、水、生体高

分子、地球外の生体関連分子 
  以上の項目について学習する。 
 

大森 
 
 
 
 
 
 

大森 
 
 
 
 
 
 
 

大森 
 
 
 
 
 

大森 
 
 
 

大森 

教
科
書 

指定しない 
参
考
書
等 

「宇宙に果てはあるか」、吉田伸夫、新潮社、２００７年 
「星と宇宙」、黒星瑩一訳、共立出版、１９９８年 
「宇宙は何でできているのか」、村山斉、幻冬舎新書、２０１０年 

「１３７億年の物語」、クリストファー・ロイド、文藝春秋、 

２０１２年 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１． レポート（６０％） 
２． 受講態度（４０％） 
 

備
考 

 宇宙への知見を紹介する。関連する基本的事項も交えて解説し理解しやすいように心がける。また、身近な天文ニュ

ース等もトピックスとして取り上げてゆくので、日頃の報道に注目しつつ、天体現象の観察等参加可能な場合には積極

的に参加・体験することを希望する。 特に予習は必要としないが、配布資料をもとに授業中に自分ノートを作るよう

心掛けてほしい。能動的に宇宙観をはぐくめるよう補充的な勉強の相談にも応じる。 
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基 礎 科 学 分 野 
 

 

人間の本質の理解 



授
業
科
目 

哲学 

科 

目 

責
任
者 

小野 純一 単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

大塚 公一郎 時間数 １５ 受講セメスター １・２年次 

後学期 

学
習
目
的
と 

  

到
達
目
標 

目的 人間、身体、精神、存在、自己、世界、宇宙などの意味について考察する。 

到達

目標 
１．目的に記したようなキーワードを検討し、その意味するところを考える。 

２．哲学的な物事の捉え方、思考のすすめ方を、事例を通して学ぶ。 

回数 

(１回９０分) 学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
３ 
 
 
 
 
４ 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
６ 
 
 
 
 
７ 
 
 
 
 
８ 

生きることと倫理 
 
 
 
 
他者と生きること 
 
 
 
 
認識とは何か 
 
 
 
 
懐疑論と形而上学 
 
 
 
 
もの、心、体 
 
 
 
 
ことば、概念 
 
 
 
 
哲学の意義、目的 
 
 
 
 
評価 

［講義］ 
古代ギリシアの考えを参考にしながら、生きる意味、どう生きる

か、よりよく生きることについて考える。徳、快楽主義などを考察
する。 

 
［講義］ 

個人の行き方を超え、集団・社会における生のあり方を考える。
功利主義、権利、自由、公平などの問題を中心に道徳哲学を考察す
る。 

 
［講義］ 

正しさとは何か。道徳、数学、科学などの違い、客観的に正しい
認識とはいかなるものなのか、理性とは何かといった問題を主題的
に考察する。 

 
［講義］ 

人間はそもそも何を知ることができるのか。それ以上疑いえない
確実な知とは何か。知の正当化はどのようにして可能か。このよう
な問題を考える。 

 
［講義］ 

事物、世界、性質、精神、身体などの区分、それらについての知
識のあり方や根拠について考える。また、世界の根拠として神をめ
ぐる議論も考察する。 

 
［講義］ 

人間が意志を疎通するにはことばの意味を知り、正しい使用を知
っているからだと考えられる。論理や言語のそのような働きについ
て考える。 

 
［講義］ 
倫理、道徳、認識論、形而上学、心の哲学、言語哲学などの思考法

を振り返り、哲学的に思考するとはいかなる意義を持ち何を目指すの
か考える。 
 
 

小野 
 
 
 
 

小野 
 
 
 
 

小野 
 
 
 
 

小野 
 
 

 
 

小野 
 

 
 
 

小野 
 
 
 
 

小野 
 
 
 
 

小野 

教
科
書 

指定しない 
参
考
書
等 

「哲学入門」ラッセル、筑摩書房、２００５年 

「哲学ってどんなこと?」トマス・ネーゲル、 

昭和堂、１９９３年 
「哲学の歴史」新田義弘、講談社、１９８９年 

履
修
条
件 

なし 評
価
方
法 

１．毎回のミニレポートの合計（７０％） 

２．最終回のレポート（３０％） 

備
考 

思考し、自分の経験を豊かにするのが好きな人。上記の講義内容に関心がある人に履修を勧める。 
授業で配布する資料で予習するほか、議論への参加したりやレポート作成や読書も必要。講義でとったノート、参考書

のほか、講義中に紹介する本などを、講義外での復習に役立てること。 
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授
業
科
目 

倫理学 

科 

目 

責
任
者 

渡部 麻衣子 単位数 １ 必修選択別 必修 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

大塚 公一郎 時間数 １５ 受講セメスター １年次 
後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 社会的規範（ルール）や道徳的判断、道徳的価値について考察する。 

到達

目標 
１．社会的規範や道徳の意味を考え、それらの必要性を理解する。  

２．道徳的価値判断ができる能力を身につける。  

回数 

(１回９０分) 学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 
 
 
２ 
 
 
 
３ 
 
 
 
４ 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
６ 
 
 
 
７ 
 
 
 
８ 

医療倫理学の概要 

 
 

医療従事者と患者の関

係 

 
 
生殖の医療倫理 

 
 
 

新生児期の医療倫理 

 
 
 
 
ケアの倫理 
 
 
 
老いと医療倫理 
 
 
 
終末期の医療倫理 

 
 
 
評価 

［講義］ 

医療倫理学の基本的考え方の概要を学ぶ 

 

［講義］ 

医療行為における患者の意思確認について、その重要性と難しさ、

そしてその方法を、倫理学的な観点から学ぶ。 

 

［講義］ 

生殖医療技術の発達によって、人の生殖のあり方の倫理をめぐっ

てなされてきた議論を学び、議論する。 

 

［講義］ 

新生児期の医療技術の発達は「医療資源の配分」と「生命の価

値」をめぐる論争を引き起こしてきた。ここではそれらについて

学び、議論する。 

 

［講義］ 

ケアする人とされる人の関係性において成り立つ「ケア」におい

て生じる倫理的問題を論じる視座を学ぶ。 

 

［講義］ 

次第に「自律性」を失っていく人を前にした時に生じる倫理学的

な問いに関する議論を学び、議論する。 
 
［講義］ 

死にいく人と向き合う時に生じる倫理学的問いに関する議論を学

び、議論する。 
 
 

渡部 
 
 

渡部 
 
 
 

渡部 
 
 
 

渡部 
 
 
 
 

渡部 
 
 
 

渡部 
 
 
 

渡部 
 
 
 

渡部 

教
科
書 

指定なし 
参
考
書
等 

赤林朗編「入門・医療倫理」勁草書房、２００６年 
新名隆志「エシックス・センス- 倫理学の目を開け」
ナカニシヤ出版、２００３年 

松原洋子・伊吹友秀「生命倫理のレポート・論文を書

く」東京大学出版会、２０１８年 

履
修
条
件 

なし 評
価
方
法 

１．試験（９０%） 
２．学習態度（１０%） 

備
考 

「看護倫理学」をはじめ生命倫理や医療倫理を扱う科目の基礎となる科目である。毎回ディスカッションの時間を設け

る。予習は配布資料をもとに行い、復習は配布資料の他、ノートおよび授業で紹介する参考書にあたって行うこと。 

 

授
業
科
目 

歴史学 

科 

目 

責
任
者 

瀧音 大 単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

大塚 公一郎 時間数 １５ 受講セメスター 
１・２年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 
 

到
達
目
標 

目的 地域に暮らす人々の生活・意識の特性と変容を、歴史的な視点から理解する。 

到達

目標 

ある時代、ある場所に暮らす人々が、生活を大きく左右する地域の自然・環境、生業形態、社会組織・制度な

どにどのように適応し、また改変を試みたか、その過程と意義を学ぶ。 

回数 

（１回９０分） 
学習課題 学習内容並びに方法 担当教員 

１ 
 
 
２ 
 
 
 
３ 
 
 
 
４ 
 
 
 
５ 
 
 
 
６ 
 
 
 
７ 
 
 
 
８ 

なぜ歴史を学ぶのか 
 
 
暮らしと食の地域史 
 
 
 
病いと医療の地域史 
 
 
 
地域史と生活・信仰（１） 
 
 
 
地域史と生活・信仰（２） 
 
 
 
「装い」の歴史 
 
 
 
人体から探る人の歴史 
 
 
 
試験（レポート） 

［講義］人々の行動は、時間の流れとともに変化する。歴史を学

ぶことは、他者理解の方法のひとつであることを知る。 
 
［演習］化学合成肥料や農薬を利用しない農家を訪問し、なぜ古

い農法が必要なのかを伺い、農村・山村の伝統生業や食

文化と現代生活の比較から、人の健康について考える。 
 
［講義］医術・医学や関連する制度・資源と、健康・病いのイメ

ージや受療行動は、各時代における相互作用のなかで変

わる。医療と人間との関係を歴史的視点から考える。 

 
［講義］日本に仏教が伝わり、寺が建立されるにいたった経緯や

その背景、実際に建てられた古代寺院の実態などを、文

献などから探っていくことで、次回の演習に備える。 

 
［演習］下野薬師寺の遺跡を訪れ、地域における古代寺院の成立・

展開の歴史を中心に、地域生活や社会組織・制度のなか

の信仰や人生観について考える。 
 
［講義］古代の耳飾りや指輪など、さまざまなアクセサリーをと

り扱いながら、古代の人々がどのような「装い」の習俗

をもっていたのかについて、考えていく。 
 
［講義］人骨にみられる殺傷痕や病的変化の痕跡から、日本人の

生活形態や社会の変容をどのように見ていくことがで

きるのかについて、探っていく。 

瀧音 

 

 

瀧音 

 

 

 

瀧音 

 

 

 

瀧音 

 

 

 

瀧音 

 

 

 

瀧音 

 

 

 

瀧音 

 
 
 

瀧音 

教
科
書 

指定しない 参
考
書
等 

適宜、授業において指示する。 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．レポート（８０％） 
２．学習態度・受講姿勢を中心とした平常点（２０％） 
 

備
考 

人間（患者）理解の糸口の１つとして、社会や価値観の変化、個々人の人生史を理解する視点の涵養に重きをおく。

また、［演習］とある回は校外学習を設定し、フィールドから学ぶ経験を重視するので、自転車の往復を厭わない積極

的な学生の受講を期待する。この科目では、講義終わりに次の講義のキーワードを提示するので、それについて各自

が事前に調べ、予習しておくこと、校外学習の経験と知識の結びつきを意識しつつ復習に臨むことが大切である。 
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授
業
科
目 

歴史学 

科 

目 

責
任
者 

瀧音 大 単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

大塚 公一郎 時間数 １５ 受講セメスター 
１・２年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 
 

到
達
目
標 

目的 地域に暮らす人々の生活・意識の特性と変容を、歴史的な視点から理解する。 

到達

目標 

ある時代、ある場所に暮らす人々が、生活を大きく左右する地域の自然・環境、生業形態、社会組織・制度な

どにどのように適応し、また改変を試みたか、その過程と意義を学ぶ。 

回数 

（１回９０分） 
学習課題 学習内容並びに方法 担当教員 

１ 
 
 
２ 
 
 
 
３ 
 
 
 
４ 
 
 
 
５ 
 
 
 
６ 
 
 
 
７ 
 
 
 
８ 

なぜ歴史を学ぶのか 
 
 
暮らしと食の地域史 
 
 
 
病いと医療の地域史 
 
 
 
地域史と生活・信仰（１） 
 
 
 
地域史と生活・信仰（２） 
 
 
 
「装い」の歴史 
 
 
 
人体から探る人の歴史 
 
 
 
試験（レポート） 

［講義］人々の行動は、時間の流れとともに変化する。歴史を学

ぶことは、他者理解の方法のひとつであることを知る。 
 
［演習］化学合成肥料や農薬を利用しない農家を訪問し、なぜ古

い農法が必要なのかを伺い、農村・山村の伝統生業や食

文化と現代生活の比較から、人の健康について考える。 
 
［講義］医術・医学や関連する制度・資源と、健康・病いのイメ

ージや受療行動は、各時代における相互作用のなかで変

わる。医療と人間との関係を歴史的視点から考える。 

 
［講義］日本に仏教が伝わり、寺が建立されるにいたった経緯や

その背景、実際に建てられた古代寺院の実態などを、文

献などから探っていくことで、次回の演習に備える。 

 
［演習］下野薬師寺の遺跡を訪れ、地域における古代寺院の成立・

展開の歴史を中心に、地域生活や社会組織・制度のなか

の信仰や人生観について考える。 
 
［講義］古代の耳飾りや指輪など、さまざまなアクセサリーをと

り扱いながら、古代の人々がどのような「装い」の習俗

をもっていたのかについて、考えていく。 
 
［講義］人骨にみられる殺傷痕や病的変化の痕跡から、日本人の

生活形態や社会の変容をどのように見ていくことがで

きるのかについて、探っていく。 

瀧音 

 

 

瀧音 

 

 

 

瀧音 

 

 

 

瀧音 

 

 

 

瀧音 

 

 

 

瀧音 

 

 

 

瀧音 

 
 
 

瀧音 

教
科
書 

指定しない 参
考
書
等 

適宜、授業において指示する。 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．レポート（８０％） 
２．学習態度・受講姿勢を中心とした平常点（２０％） 
 

備
考 

人間（患者）理解の糸口の１つとして、社会や価値観の変化、個々人の人生史を理解する視点の涵養に重きをおく。

また、［演習］とある回は校外学習を設定し、フィールドから学ぶ経験を重視するので、自転車の往復を厭わない積極

的な学生の受講を期待する。この科目では、講義終わりに次の講義のキーワードを提示するので、それについて各自

が事前に調べ、予習しておくこと、校外学習の経験と知識の結びつきを意識しつつ復習に臨むことが大切である。 
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授
業
科
目 

心理学 

科
目
責
任
者 

大塚 公一郎 

単位数 ２ 必修選択別 必修 
履修条件 

なし 
時間数 ３０ 受講セメスター 

２年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 
心とからだのつながり、ストレスの概念、心身の発達などを理解し、また、知覚、学習と記憶、知能、言語、

人格などの心理学の基礎的な知識を習得する。 

到達

目標 

１．心とからだのつながり、ストレス、心身の発達などを理解する。 

２．知覚、記憶、学習などの基本テーマを理解する。 

３．心理面接法・カウンセリングなどの技術を修得する。 

４．看護の場面で起こる人間関係の問題に対処できるようにする。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容並びに方法 担当教員 

１ 
 
 

２～４ 
 
５ 
 
６ 
 
７ 
 
８ 
 
９ 
 

１０ 
 
 

１１ 
 

１２ 
 
 

１３ 
 
 

１４ 
 
 

１５ 

心理学概論 
 
 
心理学の基礎知識Ⅰ 
 
心理学の基礎知識Ⅱ 
 
心理学の基礎知識Ⅲ 
 
心理学の基礎知識Ⅳ 
 
心理学の基礎知識Ⅴ 
 
心理学の基礎知識Ⅵ 
 
心理学の基礎知識Ⅶ 
 
 
心理学の応用知識Ⅰ 
 
心理学の応用知識Ⅱ 
 
 
心理学の応用知識Ⅲ 
 
 
心理学の応用知識Ⅳ 
 
 
試験 

［講義］20世紀以降の現代心理学の潮流を概括する。心理学の様々

な方法や実験心理学と臨床心理学の違いを理解する。 
 
［講義］学習、記憶、知能についての基礎を学ぶ。 
 
［講義］知覚についての基礎を学ぶ。ゲシュタルト心理学入門 
 
［講義］欲求と感情についての基礎を学ぶ。 
 
［講義］衝動と感情のコントロール、防衛機制について学ぶ 
 
［講義］言語についての基礎を学ぶ。言語と思考、象徴機能の関係 
 
［講義］性格についての基礎を学ぶ。類型論と特性論 
 
［講義］ストレスの概念、ストレッサーに対する心身の防衛反応に

ついて学ぶ。 
 
［講義］ストレスへの対処能力について学ぶ。 
 
［講義］外傷体験、トラウマ反応と心の病気、外傷後ストレス障害

について学ぶ。 
 
［講義］マインドコントロールやカルト問題について学びつつ、 
    現代社会における青年の心理について考える。 
 
［講義］患者と医療者の心理について知り、臨床現場での望ましい

態度や対応について学ぶ。 
 

大塚 
 
 

大塚 
 

大塚 
 

大塚 
 

大塚 
 

大塚 
 

大塚 
 

大塚 
 
 

大塚 
 

大塚 
 
 

大塚 
 
 

大塚 
 
 

大塚 

教
科
書 

指定しない 
 参

考
書
等 

授業時に提示する 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．筆記試験（７０％） 
2．学習態度（３０％または減点法） 

備
考 

本科目は、こころの問題を扱う他のすべての科目の基礎となる。授業中に、本学部での学習に役立つ重要な概念や用語を

強調してとりあげる。予習は必要ないが、授業で理解が不十分な事項については、授業のレジメや授業中に提示する参考

書などを用いて復習して、次の回の授業と定期試験にそなえること。 

 

授
業
科
目 

芸術と表現 

科
目
責
任
者 

鹿野 浩子 

単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 
時間数 ３０ 受講セメスター 

１・４年次 
後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 人間の創造性、美意識、その背景となる基層文化について考え、その精神世界を探求する。 

到達

目標 

１．文学、音楽、映画、絵画・彫刻、演劇などを通じて、人間の創造性、美意識、精神世界などを探求し、柔

軟な人間性と美的感覚を育む。 

２．パフォーマンス（自己表現）の能力を養う。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容並びに方法 担当教員 

１ 

 

２ 

 

３・４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

 

８ 

 

 

９ 

 

１０ 

 

 

１１ 

 

１２ 

 

１３ 

 

１４ 

 

１５ 

 
１６ 

映画表現の特質とその歴史的

変遷 

古典的ハリウッド映画の成立

とその特徴 

ジャンル研究①：コメディー 

 

ジャンル研究②：ミュージカ

ル 

象徴（シンボル）とは何か 

 

ヨーロッパのキリスト教美術

にみられる象徴表現 

 

ヨーロッパの紋章にみられる

象徴表現 

 

ヨーロッパの装飾・意匠にみ

られる象徴表現 

象徴表現としてのヨーロッパ

の怪物 

 

物語批判としての小説 

 

物語批判としての小説 

 

虚構としてのリアリズム 

 

小説の多声性 

 

小説の実験 

 

評価 

［講義］多種多様な映画表現にアプローチするため、その特質と

歴史的変遷について基本事項を確認する。 

［講義］古典的ハリウッド映画と呼ばれる形式がいかに成立した

のか確認し、作品例を通じて表現の特徴を理解する。 

［講義］ハリウッド映画の代表的ジャンルであるコメディーにつ

いて、複数の作品例を通じて特徴を学ぶ。 

［講義］ハリウッド映画の代表的ジャンルであるミュージカルに

ついて、複数の作品例を通じて特徴を学ぶ。 

［講義］象徴を人間の想像力／創造力に基づく表現と捉えて、そ

の構造・役割などを理解し、後の講義の足がかりとする。 

［講義］キリスト教の基本事項を確認しながら、宗教画や教会建

築の装飾・意匠などといったヨーロッパのキリスト教美

術にみられる象徴表現について考える。 

［講義］ヨーロッパの紋章をとりあげ、そこにみられる象徴表現

の意味を通して紋章の社会的・文化的役割を理解する。

『ハリー・ポッター』に登場する紋章も扱う。 

［講義］ヨーロッパの一般建築における装飾・意匠の具体的な事

例をとりあげ、そこでの象徴表現について考える。 

［講義］近世の博物誌・旅行記と現代のロゴマークやテーマパー

クに登場するヨーロッパの怪物（ドラゴン、人魚など）

を象徴表現として捉え、その存在意義について考える。 

［講義］小説とはなにか、その問題を小説が近代市民社会に登場

した時点にさかのぼって考える。 

［講義］小説は決して物語ではない。むしろ物語批判としてある

小説をロマン主義からリアリズムへの流れの中でみる。 

［講義］近代文学の主要な流れを形成したリアリズムが固有の約

束事をもつひとつの形式としてあったことを学習する。 

［講義］近代文学の極北ともみなされるドストエフスキーの多声

性、対話性をみながら、リアリズムの可能性を考える。 

［講義］｢長篇小説の危機｣（ベンヤミン）を横目になされたモダ

ニズム文学の実験を、ナボコフを中心に学習する。 

鳩飼 

 

鳩飼 

 

鳩飼 

 

鳩飼 

 

松平 

 

松平 

 

 

松平 

 

 

松平 

 

松平 

 

 

小西（昌） 

 

小西（昌） 

 

小西（昌） 

 

小西（昌） 

 

小西（昌） 

 

教
科
書 

講義の都度プリント等を配布する。 参
考
書
等 

特になし 

履
修
条
件 

なし 評
価
方
法 

課題レポート（９０％） 
学習態度（１０％） 

備
考 

「芸術と表現」は、多様なテーマによるオムニバス形式の授業のなかで、「芸術」の素晴らしさと面白さを身近に感

じられるようにし、自分の表現技術を磨くための科目となる。授業終了後も、感性や表現技術を磨いて看護に活かさ

れるようにすること。予習・復習は特に必要はない。 
 

11



 

授
業
科
目 

芸術と表現 

科
目
責
任
者 

鹿野 浩子 

単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 
時間数 ３０ 受講セメスター 

１・４年次 
後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 人間の創造性、美意識、その背景となる基層文化について考え、その精神世界を探求する。 

到達

目標 

１．文学、音楽、映画、絵画・彫刻、演劇などを通じて、人間の創造性、美意識、精神世界などを探求し、柔

軟な人間性と美的感覚を育む。 

２．パフォーマンス（自己表現）の能力を養う。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容並びに方法 担当教員 

１ 

 

２ 

 

３・４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

 

８ 

 

 

９ 

 

１０ 

 

 

１１ 

 

１２ 

 

１３ 

 

１４ 

 

１５ 

 
１６ 

映画表現の特質とその歴史的

変遷 

古典的ハリウッド映画の成立

とその特徴 

ジャンル研究①：コメディー 

 

ジャンル研究②：ミュージカ

ル 

象徴（シンボル）とは何か 

 

ヨーロッパのキリスト教美術

にみられる象徴表現 

 

ヨーロッパの紋章にみられる

象徴表現 

 

ヨーロッパの装飾・意匠にみ

られる象徴表現 

象徴表現としてのヨーロッパ

の怪物 

 

物語批判としての小説 

 

物語批判としての小説 

 

虚構としてのリアリズム 

 

小説の多声性 

 

小説の実験 

 

評価 

［講義］多種多様な映画表現にアプローチするため、その特質と

歴史的変遷について基本事項を確認する。 

［講義］古典的ハリウッド映画と呼ばれる形式がいかに成立した

のか確認し、作品例を通じて表現の特徴を理解する。 

［講義］ハリウッド映画の代表的ジャンルであるコメディーにつ

いて、複数の作品例を通じて特徴を学ぶ。 

［講義］ハリウッド映画の代表的ジャンルであるミュージカルに

ついて、複数の作品例を通じて特徴を学ぶ。 

［講義］象徴を人間の想像力／創造力に基づく表現と捉えて、そ

の構造・役割などを理解し、後の講義の足がかりとする。 

［講義］キリスト教の基本事項を確認しながら、宗教画や教会建

築の装飾・意匠などといったヨーロッパのキリスト教美

術にみられる象徴表現について考える。 

［講義］ヨーロッパの紋章をとりあげ、そこにみられる象徴表現

の意味を通して紋章の社会的・文化的役割を理解する。

『ハリー・ポッター』に登場する紋章も扱う。 

［講義］ヨーロッパの一般建築における装飾・意匠の具体的な事

例をとりあげ、そこでの象徴表現について考える。 

［講義］近世の博物誌・旅行記と現代のロゴマークやテーマパー

クに登場するヨーロッパの怪物（ドラゴン、人魚など）

を象徴表現として捉え、その存在意義について考える。 

［講義］小説とはなにか、その問題を小説が近代市民社会に登場

した時点にさかのぼって考える。 

［講義］小説は決して物語ではない。むしろ物語批判としてある

小説をロマン主義からリアリズムへの流れの中でみる。 

［講義］近代文学の主要な流れを形成したリアリズムが固有の約

束事をもつひとつの形式としてあったことを学習する。 

［講義］近代文学の極北ともみなされるドストエフスキーの多声

性、対話性をみながら、リアリズムの可能性を考える。 

［講義］｢長篇小説の危機｣（ベンヤミン）を横目になされたモダ

ニズム文学の実験を、ナボコフを中心に学習する。 

鳩飼 

 

鳩飼 

 

鳩飼 

 

鳩飼 

 

松平 

 

松平 

 

 

松平 

 

 

松平 

 

松平 

 

 

小西（昌） 

 

小西（昌） 

 

小西（昌） 

 

小西（昌） 

 

小西（昌） 

 

教
科
書 

講義の都度プリント等を配布する。 参
考
書
等 

特になし 

履
修
条
件 

なし 評
価
方
法 

課題レポート（９０％） 
学習態度（１０％） 

備
考 

「芸術と表現」は、多様なテーマによるオムニバス形式の授業のなかで、「芸術」の素晴らしさと面白さを身近に感

じられるようにし、自分の表現技術を磨くための科目となる。授業終了後も、感性や表現技術を磨いて看護に活かさ

れるようにすること。予習・復習は特に必要はない。 
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授
業
科
目 

教育学 

科 

目 

責
任
者 

池田 幸也 単位数 ２ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

倉科 智行 時間数 ３０ 受講セメスター 
１・２年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 
人間の成長・発達や社会の発展に果たす教育の意義や役割について理解し、また、生涯を通じての教育や学

習の必要性を理解し、生涯学習するための基礎的習慣を養う。 

到達

目標 

１．人間にとっての教育の意味、またその社会的機能について理解する。 
２．現代社会のなかに多様な教育の可能性があることを理解し、新たな教育的関係を探求する。 
３．生涯発達（成長）の視点から、生活のなかの生涯教育／学習の機能について考える。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 
 
２ 
 
３ 
 
４ 
 
５ 
 
６ 
 
７ 
 
８ 
 
９ 
 
 

１０ 
 

１１ 
 

１２ 
 

１３ 
 

１４ 
 

１５ 

教育とは 
 
教育学の形成と体系 
 
現代の教育 
 
教育の社会的機能 
 
学校教育の歴史 
 
日本の学校教育制度 
 
学校教育の課題と現代 
 
人間の発達と家庭教育 
 
ライフコースと生涯学習 
 
 
日本の社会教育 
 
リカレント教育について 
 
キャリア形成と教育 
 
看護師のキャリアと教育 
 
教育の未来を考える 
 
試験 ・ 評価 

［講義］教育の営みを、思想史を踏まえて整理する。 
 
［講義］近代科学としての教育学の多角性を理解する。 

 

［講義］現代における教育の意義と目的について検討する。 
 
［講義］教育の社会的機能と学習の意義を理解する。 
 
［講義］近代学校教育制度の変遷を学ぶ。 
 
［講義］近代日本の学校教育制度の変遷を学ぶ。 
 
［講義］現代の学校教育の現状と課題を検討する。 
 

［講義］人間の発達と家庭教育のあり方について学ぶ。 
 
［講義］ライフコースにおける生涯学習の意義を学ぶ。 

    （自分の教育ライフコースを考える） 

 

［講義］日本における社会教育の役割を学ぶ。 
 
［講義］職業人におけるリカレント教育の重要性を学ぶ。 

 
［講義］発達の視点からとキャリア開発の意義を学習する。 
 
［講義］看護師のキャリア形成と専門職教育について学ぶ。 

 

［講義］現代の教育課題を踏まえて未来の教育を構想する。 
 
［評価］筆記試験およびライフコースレポート 

池田 
 

池田 
 

池田 
 

池田 
 

池田 
 

池田 
 

池田 
 

池田 
 

池田 
 
 

池田 
 

池田 
 

池田 
 

池田 
 

池田 
 

池田 

教
科
書 

指定しない 参
考
書
等 

・参考書等については講義で必要に応じて紹介する。 

履
修
条
件 

 

なし 
評
価
方
法 

１ 筆記試験（８０％） 
２ 毎時間の各自のふりかえりコメント （１０％） 
＊２に関心・意欲・態度を含め、総合的に評価する。 
３ 教育ライフコースレポート （１０％） 

備
考 

教育学は、生涯発達の視点から子どもから老年期までの学びに加え、看護師をはじめとした専門職のキャリア形成、

ケアとしての人間関係づくり、各自の人生設計の視座となるので、シラバスに基づき予習し、配布するプリントを活

用して復習を重ねることが重要である。 

 

授
業
科
目 

人間関係論 

科
目
責
任
者 

大塚 公一郎 

単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 
時間数 １５ 受講セメスター 

１・２年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 
集団力学の理論を習得し、相互に影響を与えながら人が他者と形成する人間関係を理解し、円滑な人間関係

をつくりあげる能力を養う。 

到達

目標 

１．人間の心理、文化、社会的発達段階における自己・他者との出会いを知る。 

２．心理療法の諸理論を理解し、援助者を取り巻く人間関係への活用を考察する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容並びに方法 担当教員 

１ 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
３ 
 
 
 
 
４ 
 
 
５ 

 
 
６ 
 
 
７ 
 
 
 
８ 
 

人間関係論の意義 
コミュニケーション論入門 
 
 
 
社会的相互作用論と社会的

役割とアイデンテイテイ 
 
 
 
人間関係づくり体験学習Ⅰ 
エンカウンター理論の学習

と体験 
 
 
人間関係づくり体験学習Ⅱ 
自己理解・他者理解 
 
人間関係づくり体験学習Ⅲ 
自己開示 
 
人間関係づくり体験学習Ⅳ 
自己主張の体験 
 
エンカウンター理論を活か

した対人関係の構築 
 
 
評価 

［講義］人間を関係的存在として捉える視点の重要性を理解

する。コミュニケーションの基本概念や構造、 

ダブルバインド理論の初歩について学習し、理解 

する。 

 

［講義］社会心理学モデルである社会的相互作用や役割論、

アイデンテイテイ論の基礎を学び、人間の自己や 

他者、社会・文化との関係について、おおまかに 

理解する。 

 

［講義・演習］人間関係の相互作用であるジョハリの窓を理

解し、エンカウンター手法の６段階に沿っ

て、集団機能を活用した人間関係づくりを学

習する。 
 
［講義・演習］自己理解・他者理解のプロセスを体験学習し、

理解する。 
 
［講義・演習］自己開示のプロセスを体験学習し、理解する。 
 
 

［講義・演習］自己主張のプロセスを体験学習し、理解する。 
 
 

［講義］これまで体験したエンカウンターからの学びと社会

心理学的理論を併せ、実生活での活用の計画を学習

する。 

 

 

大塚 
 
 
 
 

大塚 
 
 
 
 

渡辺 
 
 
 
 

渡辺 
 
 

渡辺 
 
 

   渡辺 
 
 

渡辺 
 
 
 

大塚 

教
科
書 

指定しない 
参
考
書
等 

「系統看護学講座 基礎分野 人間関係論 第３版」 

石川ひろの他著、医学書院、２０１８年 

開講時必要に応じて紹介する。 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．レポート（７０％） 
２．学習態度（３０％または減点法） 

備
考 

人間関係を扱う本科目は、対人援助職をめざす皆さんが看護学部で学ぶすべての科目と関連をもつ。先入観をもたな

いように、予習は必要ないが、あなたらしく自然体で、自分の心に素直に本授業を受けること。 
授業で理解が不十分な事項については、授業のレジメや参考書などを用いて復習して、次の回の授業とレポート作成

にそなえること。 
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授
業
科
目 

人間関係論 

科
目
責
任
者 

大塚 公一郎 

単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 
時間数 １５ 受講セメスター 

１・２年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 
集団力学の理論を習得し、相互に影響を与えながら人が他者と形成する人間関係を理解し、円滑な人間関係

をつくりあげる能力を養う。 

到達

目標 

１．人間の心理、文化、社会的発達段階における自己・他者との出会いを知る。 

２．心理療法の諸理論を理解し、援助者を取り巻く人間関係への活用を考察する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容並びに方法 担当教員 

１ 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
３ 
 
 
 
 
４ 
 
 
５ 

 
 
６ 
 
 
７ 
 
 
 
８ 
 

人間関係論の意義 
コミュニケーション論入門 
 
 
 
社会的相互作用論と社会的

役割とアイデンテイテイ 
 
 
 
人間関係づくり体験学習Ⅰ 
エンカウンター理論の学習

と体験 
 
 
人間関係づくり体験学習Ⅱ 
自己理解・他者理解 
 
人間関係づくり体験学習Ⅲ 
自己開示 
 
人間関係づくり体験学習Ⅳ 
自己主張の体験 
 
エンカウンター理論を活か

した対人関係の構築 
 
 
評価 

［講義］人間を関係的存在として捉える視点の重要性を理解

する。コミュニケーションの基本概念や構造、 

ダブルバインド理論の初歩について学習し、理解 

する。 

 

［講義］社会心理学モデルである社会的相互作用や役割論、

アイデンテイテイ論の基礎を学び、人間の自己や 

他者、社会・文化との関係について、おおまかに 

理解する。 

 

［講義・演習］人間関係の相互作用であるジョハリの窓を理

解し、エンカウンター手法の６段階に沿っ

て、集団機能を活用した人間関係づくりを学

習する。 
 
［講義・演習］自己理解・他者理解のプロセスを体験学習し、

理解する。 
 
［講義・演習］自己開示のプロセスを体験学習し、理解する。 
 
 

［講義・演習］自己主張のプロセスを体験学習し、理解する。 
 
 

［講義］これまで体験したエンカウンターからの学びと社会

心理学的理論を併せ、実生活での活用の計画を学習

する。 

 

 

大塚 
 
 
 
 

大塚 
 
 
 
 

渡辺 
 
 
 
 

渡辺 
 
 

渡辺 
 
 

   渡辺 
 
 

渡辺 
 
 
 

大塚 

教
科
書 

指定しない 
参
考
書
等 

「系統看護学講座 基礎分野 人間関係論 第３版」 

石川ひろの他著、医学書院、２０１８年 

開講時必要に応じて紹介する。 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．レポート（７０％） 
２．学習態度（３０％または減点法） 

備
考 

人間関係を扱う本科目は、対人援助職をめざす皆さんが看護学部で学ぶすべての科目と関連をもつ。先入観をもたな

いように、予習は必要ないが、あなたらしく自然体で、自分の心に素直に本授業を受けること。 
授業で理解が不十分な事項については、授業のレジメや参考書などを用いて復習して、次の回の授業とレポート作成

にそなえること。 
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授
業
科
目 

身体活動論 

科 

目 

責
任
者 

板井 美浩 単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

鹿野 浩子 時間数 ３０ 受講セメスター 
１・２年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 身体活動による代謝の変化を理解し、生涯健康生活における実践能力を養う。 

到達

目標 

１. 健康の保持増進のための運動実践を行い、その能力を養う。 

２. 心身ともにゆたかな健康生活を送れるようなライフスタイルを確立する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１・２ 

 
 

３・４ 

 
 

５・６ 
 
 

７・８ 
 

９・１０ 
 
 
 

１１・１２ 
 
 
 

１３・１４ 

 

１５ 

オリエンテーション 
 
 
行動体力を測定しよう 
 
 
薬師寺史跡ウォーキン

グ 
 
アルティメット 
 
ダンスの動きを用いた

運動実践と 
バドミントン 
 
ダンスの動きを用いた

運動実践と 
ソフトバレー 
 
ユニバーサルホッケー 
 
まとめと評価 
 
 

［講義］授業内容および進行方法を説明する。 
    出席カードを作成する。 
 
［演習］形態・筋力・瞬発力・持久力などの測定を行い、現在の

行動体力を知る。 
 
 
 
 
 

 

［演習］様々な運動・スポーツを実践し、身体の変化をレポート

に書き残す。スポーツを楽しみながら「身体」を感じ取

る姿勢を学ぶ 
 
 
 
 
 
［演習］体力・健康のあり方や「命ある私のからだ」について改

めて考察する 
 
 

板井・野村 
 
 

板井・野村 
 
 

板井・野村 
 
 

板井・野村 
 

板井・野村 
 
 
 

板井・野村 
 
 
 

板井・野村 
 

板井 

教
科
書 

指定しない 
参
考
書
等 

なし 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．授業態度評価点（７０%） 
２．レポート点（３０%） 
 

備
考 

定員は設けないが、希望者が多い場合は、実施できる実技種目が限られることを承知の上で履修すること。 
予習・復習はとくに必要ないが、毎回の講義・演習に積極的に、そして集中して学んでいくこと。 
養護教諭２種免許状の申告に必要な科目である。 

授
業
科
目 

保健体育 

科 

目 

責
任
者 

板井 美浩 単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

鹿野 浩子 時間数 １５ 受講セメスター 
１・４年次 

後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 
生涯を通して健康で有意義な人生を送ることに不可欠なよりよいライフスタイル形成についての理論を学

ぶ。 

到達

目標 

１．健康の概念をＱＯＬの視点から理解する。 

２．健康を保持増進するための方策を、食事・栄養、運動・スポーツ、生活習慣などと関連づけて理解する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

 

８ 

オリエンテーション 

 

 

行動体力の測定 

 

 

 

バドミントン 

 

バドミントン 

 

子どもテニス 

 

子どもテニス 

 

ユニバーサルホッケー 

 

 

まとめと評価 

 

[講義] 授業内容および進行方法を説明する。 

    出席カードを作成する。 

 

[演習] 自身の体について調べた数値と感覚をつなぐため、形態・ 

筋力・瞬発力・持久力などの測定を行い、現在の行動体

力を知る。 

 

[講義と演習] 

「体を育む」体育と「体で育む」体育理論と実践 

体育とは、体力を向上させたり技術を身につけたりする

「体を育む」ことだけではない。身体運動を通じて互いの

信頼関係を築いたり、場を共有し命の交感を育んだりする

「体で育む」体育がこれからは必要である。 

    そのことの理解を運動を通じて学ぶ。 

 

[講義] 体力・健康のあり方や「命ある私のからだ」について改

めて考察する。 

 

板井 

 

 

板井 

 

 

 

板井 

 

板井 

 

板井 

 

板井 

 

板井 

 

 

板井 

 

教
科
書 

指定しない 
参
考
書
等 

なし 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．授業態度評価点(７０%) 

２．レポート点(３０%) 

 

備
考 

定員は設けないが、希望者が多い場合は実施できる種目に限りがあることを承知の上で履修すること。 

予習・復習はとくに必要ないが、毎回の講義、演習に集中して学んでいくこと。 

養護教諭２種免許状の申告に必要な科目である。 
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授
業
科
目 

保健体育 

科 

目 

責
任
者 

板井 美浩 単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

鹿野 浩子 時間数 １５ 受講セメスター 
１・４年次 

後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 
生涯を通して健康で有意義な人生を送ることに不可欠なよりよいライフスタイル形成についての理論を学

ぶ。 

到達

目標 

１．健康の概念をＱＯＬの視点から理解する。 

２．健康を保持増進するための方策を、食事・栄養、運動・スポーツ、生活習慣などと関連づけて理解する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

 

８ 

オリエンテーション 

 

 

行動体力の測定 

 

 

 

バドミントン 

 

バドミントン 

 

子どもテニス 

 

子どもテニス 

 

ユニバーサルホッケー 

 

 

まとめと評価 

 

[講義] 授業内容および進行方法を説明する。 

    出席カードを作成する。 

 

[演習] 自身の体について調べた数値と感覚をつなぐため、形態・ 

筋力・瞬発力・持久力などの測定を行い、現在の行動体

力を知る。 

 

[講義と演習] 

「体を育む」体育と「体で育む」体育理論と実践 

体育とは、体力を向上させたり技術を身につけたりする

「体を育む」ことだけではない。身体運動を通じて互いの

信頼関係を築いたり、場を共有し命の交感を育んだりする

「体で育む」体育がこれからは必要である。 

    そのことの理解を運動を通じて学ぶ。 

 

[講義] 体力・健康のあり方や「命ある私のからだ」について改

めて考察する。 

 

板井 

 

 

板井 

 

 

 

板井 

 

板井 

 

板井 

 

板井 

 

板井 

 

 

板井 

 

教
科
書 

指定しない 
参
考
書
等 

なし 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．授業態度評価点(７０%) 

２．レポート点(３０%) 

 

備
考 

定員は設けないが、希望者が多い場合は実施できる種目に限りがあることを承知の上で履修すること。 

予習・復習はとくに必要ないが、毎回の講義、演習に集中して学んでいくこと。 

養護教諭２種免許状の申告に必要な科目である。 
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授
業
科
目 

基礎英語 

科
目
責
任
者 

鹿野 浩子 

単位数 １ 必修選択別 必修 
履修条件 

なし 
時間数 ３０ 受講セメスター 

１年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 異文化を理解し、異なる言語を話す人とコミュニケーションをとる基礎能力を養う。 

到達

目標 
英語で英語圏の文化を理解し、英語によるコミュニケーションの基礎能力を養う。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 
 
２ 
 
３ 
 
４ 
 
 
５ 
 
 
６ 
 
７ 
 
８ 
 
９ 
 

１０ 
 

１１ 
 

１２ 
 

１３ 
 

１４ 
 

１５ 

音声学１ 
 
音声学２ 
 
名詞１ 
 
疑問文・平叙文１ 
 
 
疑問文・平叙文２ 
 
 
時制１ 
 
命令文 
 
名詞２ 
 
前置詞１ 
 
前置詞２ 
 
前置詞３ 
 
副詞 
 
時制２ 
 
時制３ 
 
試験 

［講義・演習］母音・子音の音声の違いを学ぶ 
 
［講義・演習］母音・子音の音声の違いを学ぶ 
 
［講義・演習］固有名詞を学ぶ１ 
 
［講義・演習］相手のことを聞いて、理解したことを自分の言葉

に置き換えて相手に再確認する方法を学ぶ１ 
 
［講義・演習］相手のことを聞いて、理解したことを自分の言葉

に置き換えて相手に再確認する方法を学ぶ２ 
 
［講義・演習］現在形・過去形・過去完了形を学ぶ 
 
［講義・演習］日常生活での規則を伝える方法を学ぶ 
 
［講義・演習］身の回り品のことを学ぶ 
 
［講義・演習］所在（位置）を学ぶ 
 
［講義・演習］道順を学ぶ（その①） 
  
［講義・演習］道順を学ぶ（その②） 
 
［講義・演習］頻度の副詞の使い方の違いを学ぶ 
 
［講義・演習］付加疑問文の作り方とその答え方を学ぶ 
 
［講義・演習］過去形・過去完了形を学ぶ 
 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 
 

鹿野 
 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 

 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 

教
科
書 

「Vital Signs」(Revised Edition) Vivian Morooka 
and Terri Sugiura著、南雲堂、２０１８年 参

考
書
等 

講義時に適宜提示する。 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

定期試験（７０％） 
課題レポート（３０％） 

備
考 

本授業では、日常生活でも使用する基本的な言い回しを習得することを目的とする。英語は日本語とは言語構造や表現

方法の違いがあるという点に留意しながら授業を進めていく。教科書付属の CD は授業前までには必ず聞き、分から

ない語彙は事前に調べておく。復習はテキスト英文を再現できるように反復学習すること。 

 

授
業
科
目 

医療英語 

コミュニケーション 

科
目
責
任
者 

鹿野 浩子 

単位数 １ 必修選択別 必修 
履修条件 

なし 
時間数 ３０ 受講セメスター 

１年次 
後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 医療環境で使われる英語を理解し、コミュニケーションをとる基礎力を養う。 

到達

目標 
医学英語の基礎を身につけ、医療従事者としての英語コミュニケーション能力を養う。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 
 
２ 
 
３ 
 
４ 
 
５ 
 
６ 
 
７ 
 
８ 
 
９ 
 

１０ 
 

１１ 
 

１２ 
 

１３ 
 

１４ 
 

１５ 

音声学１ 
 
音声学２ 
 
疑問文・平叙文１ 
 
時制１ 
 
命令文 
 
前置詞 
 
時制２ 
 
副詞 
 
名詞 
 
時制３ 
 
疑問文・平叙文２ 
 
副詞 
 
助動詞 
 
時制４ 
 
試験 

［講義・演習］音の繋がりを学ぶ 
 
［講義・演習］音の省略を学ぶ 
 
［講義・演習］患者に挨拶し、質問する方法を学ぶ 
 
［講義・演習］問診票記入事項と記入方法を学ぶ 
 
［講義・演習］院内で指示を出す表現を学ぶ 
 
［講義・演習］入院時・検査する際の指示方法を学ぶ 
 
［講義・演習］病気の対処方法を学ぶ 
 
［講義・演習］怪我の状況・程度を医師に説明する方法を学ぶ 
 
［講義・演習］身体の部位を学ぶ 
 
［講義・演習］病気の状態と症状に学ぶ 
 
［講義・演習］既往歴を尋ねる方法を学ぶ 
 
［講義・演習］薬の飲み方・飲む頻度を学ぶ 
 
［講義・演習］指示の出し方を学ぶ 
 
［講義・演習］妊娠中と出産の際の説明方法を学ぶ 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 

 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 

教
科
書 

「Speaking of Nursing」 Peter Vincent and Alan 
Meadows 著、南雲堂、２０１９年 

参
考
書
等 

講義時に適宜提示する。 

 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

定期試験（７０％） 
小テスト（３０％） 

備
考 

授業前までに教科書に目を通しておき、分からない単語は必ず辞書で確認すること。日ごろから教科書付属のCD を聞

くようにし、復習はテキスト英文を再現できるようにする。 
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授
業
科
目 

医療英語 

コミュニケーション 

科
目
責
任
者 

鹿野 浩子 

単位数 １ 必修選択別 必修 
履修条件 

なし 
時間数 ３０ 受講セメスター 

１年次 
後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 医療環境で使われる英語を理解し、コミュニケーションをとる基礎力を養う。 

到達

目標 
医学英語の基礎を身につけ、医療従事者としての英語コミュニケーション能力を養う。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 
 
２ 
 
３ 
 
４ 
 
５ 
 
６ 
 
７ 
 
８ 
 
９ 
 

１０ 
 

１１ 
 

１２ 
 

１３ 
 

１４ 
 

１５ 

音声学１ 
 
音声学２ 
 
疑問文・平叙文１ 
 
時制１ 
 
命令文 
 
前置詞 
 
時制２ 
 
副詞 
 
名詞 
 
時制３ 
 
疑問文・平叙文２ 
 
副詞 
 
助動詞 
 
時制４ 
 
試験 

［講義・演習］音の繋がりを学ぶ 
 
［講義・演習］音の省略を学ぶ 
 
［講義・演習］患者に挨拶し、質問する方法を学ぶ 
 
［講義・演習］問診票記入事項と記入方法を学ぶ 
 
［講義・演習］院内で指示を出す表現を学ぶ 
 
［講義・演習］入院時・検査する際の指示方法を学ぶ 
 
［講義・演習］病気の対処方法を学ぶ 
 
［講義・演習］怪我の状況・程度を医師に説明する方法を学ぶ 
 
［講義・演習］身体の部位を学ぶ 
 
［講義・演習］病気の状態と症状に学ぶ 
 
［講義・演習］既往歴を尋ねる方法を学ぶ 
 
［講義・演習］薬の飲み方・飲む頻度を学ぶ 
 
［講義・演習］指示の出し方を学ぶ 
 
［講義・演習］妊娠中と出産の際の説明方法を学ぶ 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 

 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 

教
科
書 

「Speaking of Nursing」 Peter Vincent and Alan 
Meadows 著、南雲堂、２０１９年 

参
考
書
等 

講義時に適宜提示する。 

 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

定期試験（７０％） 
小テスト（３０％） 

備
考 

授業前までに教科書に目を通しておき、分からない単語は必ず辞書で確認すること。日ごろから教科書付属のCD を聞

くようにし、復習はテキスト英文を再現できるようにする。 
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授
業
科
目 

医療英語 

科
目
責
任
者 

鹿野 浩子 

単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 
時間数 ３０ 受講セメスター 

２・４年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 英語で書かれた医療系文献を理解する力を養う。 

到達

目標 
医学英語の知識を身に付け、英語で書かれた論文や医学関係書籍から情報を収集し、発表できる力を養う。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容並びに方法 担当教員 

１ 
 
２ 
 
 
３ 
 
 
４ 
 
５ 
 
 
６ 
 
 
７ 
 
８ 
 
９ 
 
 

１０ 
 

１１ 
 

１２ 
 

１３ 
 

１４ 
 

１５ 

オリエンテーション 
 
医療と健康と経済 
 
 
臨床 
 
 
発表方法１ 
 
薬害１ 
 
 
医療と法律１ 
 
 
倫理問題１ 
 
発表方法２ 
 
医療と法律２ 
 
 
倫理問題３ 
 
発表方法３ 
 
倫理問題２ 
 
発表方法４ 
 
発表 
 
評価 

［講義・演習］医学系文献を読む重要性を学ぶ 
 
［講義・演習］甘味料飲料、健康、売上高の相関関係について学

ぶ 
 
［講義・演習］無呼吸症候群の症状、原因とメカニズムを事例か

ら学ぶ 
 
［講義・演習］発表方法を学ぶ 
 
［講義・演習］子供への薬害の事例をアメリカ食品医薬品局の取

り組みを通じて学ぶ 
 
［講義・演習］アメリカの臓器提供のガイドラインを読み、日本

における臓器移植法について学ぶ 
 
［講義・演習］現代の医療と守秘義務を事例から学ぶ 
 
［講義・演習］発表方法を学ぶ 
 
［講義・演習］医療過誤と医療従事者の謝罪・謝罪の方法につい

て学ぶ 
 
［講義・演習］遺伝子操作：クローンについて学ぶ 
 
［講義・演習］発表方法を学ぶ 
 
［講義・演習］遺伝子治療・遺伝子改造から倫理問題までを学ぶ 
 
［講義・演習］発表方法を学ぶ 
 
［演習］プレゼンテーション・ディスカッションをする 

鹿野 
 

鹿野 
 
 

鹿野 
 
 

鹿野 
 

鹿野 
 
 

鹿野 
 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 
 
 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 

 

鹿野 
 

鹿野 
 

鹿野 

教
科
書 

講義時に適宜提示する 

 
参
考
書
等 

講義時に適宜提示する。 

 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

発表（４０％） 
授業内記録物（３０％） 
授業内参加態度（３０％） 

備
考 

本授業では英語で書かれた医療文献を理解し、発表できる力を養うことを目的とする。予習として予め文献を読み込み、

内容をまとめておくこと。また復習として、語彙・文法を整理すること。本科目は養護教諭二種免許状を申請するため

の「外国語コミュニケーション」として規定されている科目となる。 

 

授
業
科
目 

スペイン語 

科 

目 

責
任
者 

今野 弘子 単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

大塚 公一郎 時間数 ３０ 受講セメスター 
１・４年次 
後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 異文化を理解し、異なる言語を話す人とコミュニケーションをとる基礎能力を養う。 

到達

目標 
スペイン語でスペイン語圏の文化を理解し、スペイン語によるコミュニケーションの基礎能力を養う。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 
 
 
２ 
 
 
３ 
 
 
４ 
 
５ 
 
６ 
 
７ 
 
８ 
 
９ 
 
 

１０ 

 

 

１１ 

 

１２ 

 

１３ 

 
１４ 

 

１５ 

スペイン語圏、アルファベッ

ト、発音、あいさつ表現 
 
基数詞１～３０、名詞の性数、

国名と国籍、冠詞 
 
基数詞の使い方、主格人称代名 
詞 
 
動詞ser、否定文・疑問文 
 
時刻、基数詞３１～９９ 
 
指示詞、所有形容詞前置形 
 
序数詞、日付と曜日 
 
形容詞 
 
動詞serと形容詞、接続詞yと

o  
 
動詞estarとhay、hayとestar 

ser/estarと形容詞  
 
直接法現在規則活用動詞 
 
疑問詞 
 
直接法現在不規則活用動詞 
 
目的格人称代名詞 
 
試験 

[講義]  スペイン語のあいさつ、自己紹介を学ぶ 
 
 
[講義]  名詞の性・数を学ぶ 
 
 
[講義]  国籍の表現を学ぶ 
 
 

[講義]  出身・職業の表現を学ぶ 
 
[講義]   時間の表現を学ぶ、１・２課単元テスト 
 
[講義]  指示詞・所有詞を使った表現を学ぶ 
 
[講義]  日付の表現を学ぶ 
 
[講義]  形容詞を学ぶ、３・４課単元テスト 
 
[講義]  形容詞を使った表現を学ぶ 
 
 

[講義]  人や物の有無、所在の表現を学ぶ 
 
 
[講義]   規則動詞の活用と用法を学ぶ、５・６課単元テスト 
 
[講義]  様々な疑問詞を使った表現を学ぶ 
 
[講義]  不規則動詞の活用と用法を学ぶ  
 
[講義]  目的語の用法を学ぶ 
 

今野 
 
 

今野 
 
 

今野 
 
 

今野 
 

今野 
 

今野 
 

今野 
 

今野 
 

今野 
 
 

今野 
 
 

今野 
 

今野 
 

今野 
 

今野 
 

今野 

教
科
書 

「Encuentro con el mundo del español １」(ス

ペイン語の世界へようこそ １ 改訂版)  

村上陽子、Margarita Nakagawa、Analía Vitale、

平田和重、禪野美帆著、朝日出版社、２０１７年 

参
考
書
等 

「ポケットプログレッシブ西和・和西辞典」高垣敏博著、 
小学館、２００３年 
電子辞書に西和単語集があれば、使用可 

履
修
条
件 

なし 評
価
方
法 

１．筆記試験（５０％） 
２．単元テスト（３０％） 
３．学習態度（２０％）  

備
考 

名詞の性の判断のため、辞書の購入は必須。外国語の習得には反復が重要であるので、復習を欠かさないこと。また、

各課末にある練習問題は講義中に解く時間を設けないので、宿題または予習とする。養護教諭２種免許状を申請する

ための「外国語コミュニケーション」として規定されている科目である。 

19



 

授
業
科
目 

スペイン語 

科 

目 

責
任
者 

今野 弘子 単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

大塚 公一郎 時間数 ３０ 受講セメスター 
１・４年次 
後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 異文化を理解し、異なる言語を話す人とコミュニケーションをとる基礎能力を養う。 

到達

目標 
スペイン語でスペイン語圏の文化を理解し、スペイン語によるコミュニケーションの基礎能力を養う。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 
 
 
２ 
 
 
３ 
 
 
４ 
 
５ 
 
６ 
 
７ 
 
８ 
 
９ 
 
 

１０ 

 

 

１１ 

 

１２ 

 

１３ 

 
１４ 

 

１５ 

スペイン語圏、アルファベッ

ト、発音、あいさつ表現 
 
基数詞１～３０、名詞の性数、

国名と国籍、冠詞 
 
基数詞の使い方、主格人称代名 
詞 
 
動詞ser、否定文・疑問文 
 
時刻、基数詞３１～９９ 
 
指示詞、所有形容詞前置形 
 
序数詞、日付と曜日 
 
形容詞 
 
動詞serと形容詞、接続詞yと

o  
 
動詞estarとhay、hayとestar 

ser/estarと形容詞  
 
直接法現在規則活用動詞 
 
疑問詞 
 
直接法現在不規則活用動詞 
 
目的格人称代名詞 
 
試験 

[講義]  スペイン語のあいさつ、自己紹介を学ぶ 
 
 
[講義]  名詞の性・数を学ぶ 
 
 
[講義]  国籍の表現を学ぶ 
 
 

[講義]  出身・職業の表現を学ぶ 
 
[講義]   時間の表現を学ぶ、１・２課単元テスト 
 
[講義]  指示詞・所有詞を使った表現を学ぶ 
 
[講義]  日付の表現を学ぶ 
 
[講義]  形容詞を学ぶ、３・４課単元テスト 
 
[講義]  形容詞を使った表現を学ぶ 
 
 

[講義]  人や物の有無、所在の表現を学ぶ 
 
 
[講義]   規則動詞の活用と用法を学ぶ、５・６課単元テスト 
 
[講義]  様々な疑問詞を使った表現を学ぶ 
 
[講義]  不規則動詞の活用と用法を学ぶ  
 
[講義]  目的語の用法を学ぶ 
 

今野 
 
 

今野 
 
 

今野 
 
 

今野 
 

今野 
 

今野 
 

今野 
 

今野 
 

今野 
 
 

今野 
 
 

今野 
 

今野 
 

今野 
 

今野 
 

今野 

教
科
書 

「Encuentro con el mundo del español １」(ス

ペイン語の世界へようこそ １ 改訂版)  

村上陽子、Margarita Nakagawa、Analía Vitale、

平田和重、禪野美帆著、朝日出版社、２０１７年 

参
考
書
等 

「ポケットプログレッシブ西和・和西辞典」高垣敏博著、 
小学館、２００３年 
電子辞書に西和単語集があれば、使用可 

履
修
条
件 

なし 評
価
方
法 

１．筆記試験（５０％） 
２．単元テスト（３０％） 
３．学習態度（２０％）  

備
考 

名詞の性の判断のため、辞書の購入は必須。外国語の習得には反復が重要であるので、復習を欠かさないこと。また、

各課末にある練習問題は講義中に解く時間を設けないので、宿題または予習とする。養護教諭２種免許状を申請する

ための「外国語コミュニケーション」として規定されている科目である。 
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授
業
科
目 

中国語 

科 

目 

責
任
者 

趙 敏 単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

鹿野 浩子 時間数 ３０ 受講セメスター 
１・４年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 異文化を理解し、異なる言語を話す人とコミュニケーションをとる基礎能力を養う。 

到達

目標 
中国語で中国語圏の文化を理解し、中国語によるコミュニケーションの基礎能力を養う。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 
 
２ 

 
３ 

 
４ 

 
５ 
 
６ 
 
７ 
 
８ 
 
９ 
 

１０ 
 

１１ 
 

１２ 
 
  １３ 
 

１４ 
 

１５ 
 

概 説 
 
中国語の発音（１）  
 
中国語の発音（２） 
 
挨拶・自己紹介 
 
ものを探す 
 
位置を確認する 
 
家族の話 
 
買い物をする 
 
電話をかける 
 
料理の話 
 
気候の話 
 
趣味の話 
 
道を尋ねる 
 
復習と課題発見 
 
試 験 

［講義］ガイダンス、中国と中国語について理解する。 
 
［講義］声調、単母音と子音を学ぶ。 
 
［講義］複合母音、鼻母音を学ぶ。拼音のルールを理解する。 
 
［講義］日常の挨拶表現、自己紹介、“是”の使い方を学ぶ。 
 
［講義］動詞述語文、疑問詞疑問文を学ぶ。 

 
［講義］場所の表し方、“在”の使い方、反復疑問文を学ぶ。 
 
［講義］“有”の使い方、名詞述語文を学ぶ。 
 
［講義］数字、量詞、疑問詞を学ぶ。 
 
［講義］時間、時刻、助動詞“想”・“要”の使い方を学ぶ。 
 
［講義］形容詞述語文、選択疑問文を学ぶ。 
 
［講義］比較構文を学ぶ。 
 
［講義］助動詞“能”・“会”、前置詞（対象）の使い方を学ぶ。 
 
［講義］前置詞（場所・時間）の使い方、数量補語を学ぶ。 
 
［講義］医療用語を学ぶ。診察の会話を練習する。 

趙 
 
趙 
 
趙 
 
趙 
 
趙 
 
趙 
 
趙 
 
趙 
 
趙 
 
趙 
 
趙 
 
趙 
 
趙 
 
趙 
 
趙 
 

教
科
書 

「スタートダッシュ中国語」氷野善寛、伊藤大輔

等著、朝日出版社、２０１９年 参
考
書
等 

なし 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．筆記試験（６０％） 

２．授業中の小テスト（「聴写」）（３０％） 

３．授業参加態度（１０％） 

備
考 

中国語をマスターするためには、なるべく大声で発音し、繰り返して練習することが重要なので、付属 CD を聞いて

必ず毎回の課題を予習・復習する。授業の最初に確認のための小テストを行う。 

養護教諭２種免許状を申請するための「外国語コミュニケーション」として規定されている科目である。 

 

 

 

 

 

 

基 礎 科 学 分 野 
 

 

生活・社会の成り立ち 
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基 礎 科 学 分 野 
 

 

生活・社会の成り立ち 



 

授
業
科
目 

社会学 

科 

目 

責
任
者 

李 泰俊 単位数 １ 必修選択別 必修 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

関山 友子 時間数 １５ 受講セメスター 
１年次 
後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 個人と社会との関係性を理解し、生活者としての個人を理解する。 

到達

目標 

友人、家族、ならびに地域・産業・メディア・医療などを具体的に取り上げ、自分と自分を取り巻く社会と

の関係をとらえ直し、生活者としての視野を広げる。 

回数 
(１回９０分) 

学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 
 
 
 
２ 
 
 
 
３ 
 
 
４ 
 
 
５ 
 
 
 
６ 
 
 
７ 
 
 
８ 

「個人」と「社会」 
 
 
 
「規範」と「制度」の社

会学 
 
 
「家族」の社会学 
 
 
「地域」の社会学 
 
 
「移民」と「国民国家」

の社会学 
 
 
「メディア」の社会学 
 
 
「医療」の社会学 
 
 
試験 

[講義]「社会学」とは何か。社会はどのように形成され、どのよ

うに発展してきたか、日常の行為の中で取り結ばれる自

分と他者、社会との関係性から考える。 

 

[講義] 行為に媒介する「規範」や「制度」について、その役割を

捉えつつ、社会集団、地域社会・国民社会、ネットワー

ク、ならびに社会階層等を例に考える。 

 

[講義]「家族」の概念の変容を確認しつつ、現代社会における意

味を、少子化やジェンダー論等を踏まえながら考える。 

 

[講義] 現代の「地域社会」の諸課題を、「都市化」や「地域間格

差」、「ネットワーク」を踏まえつつ考える。 

 

[講義] グローバル化と国民国家の関係性を、日本における外国

人をめぐる状況を例に挙げ、社会文化的側面、法的側面、

ならびに産業・労働から考える。 

 

[講義] メディアの発展過程を捉えつつ、「情報化」社会の問題点

と今後のありかたを考える。 

 

[講義] 医療従事者と患者の関係性、病院という場の意味、あら

ゆる生活局面を覆う「医療化」などについて考える。 

 

 

 

李 
 
 
 
李 
 
 
 
李 
 
 
李 
 
 
李 
 
 
 
李 
 
 
李 
 
 
李 

教
科
書 

指定しない 
参
考
書
等 

授業中に適宜参考図書・文献を提示する。 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．期末試験（７０％） 

２．授業中の課題（２０％） 

３．学習態度（１０％） 

備
考 

社会学は、社会全体の変動のみに焦点を当てるのではなく、人間の行動がどのように社会を変えているのかなど、 
社会と人間の相互作用を理解するものである。社会学の理解をより深めるためには、授業において取り上げられたテ

ーマと実生活を照らし合わせその機能と役割をもう一度確かめることが必要である。配布資料や参考文献をよく読み

予習を行うこと。参考文献については、各講義において紹介する。 
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授
業
科
目 

家族社会学 

科 

目 

責
任
者 

岩下 好美 単位数 １ 必修選択別 必修 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

関山 友子 時間数 １５ 受講セメスター 
４年次 

前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 
家族とは何かを理解し、現在やこれからの家族の意識の変化、ならびに、家族のあり方が影響を及ぼすと考

えられる育児や人格の形成について考察する。 

到達

目標 

１．家族とは何かを理解し、これからの家族の意識の変化を考察する。 

２．育児や人格の形成について考察する。 

３．家族力動理論を学習する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

８ 

 

家族とは何か 
 
 
 
生殖補助医療と家族 
 
 
 
 
 
家族の始まり（結婚） 
 
 
夫婦関係 
 
 
親子関係 
 
 

少子化、青少年の問題 

 

 

 

高齢者と家族 

 

 

試験 
 

［講義］「家族」は誰にとっても身近なもので、「当たり前」の存在

と思われがちである。個人にとって「家族」とは何かを考

える。 

 

［講義］ストレス過多の社会、晩産化にともない、子どもに恵まれな

い夫婦も増加、一方、生殖補助医療の発達により子どもを持

つ努力をする夫婦も増加している。そのことは、家族とは

何かという問題にも大きく影響している。新しい家族とは

何かを考える。 

 

［講義］結婚の意味、歴史、現代的様相を学び、家族とは何かを考

える。 

 

［講義］夫婦関係を社会学視点からとらえる。夫婦関係の歴史、現代

的様相を学ぶ。 

 
［講義］家族の関係性における親子関係（子どもの社会化を含め）

を、実態の変化を、役割という視点から考える。 

 

［講義］少子高齢化の問題を取り上げ、その現状と対策等を学ぶ。 
    近代家族から続く、青少年の問題を取りあげ、家族の役割

を考える。 

 

［講義］孤立死、認知症高齢者等、家族の高齢期の理解を深め、高

齢患者の問題に気づく基礎を学ぶ 

 

学習方法：予習として教科書を読んでくること。毎時間、配布さ 

れた教科書のレジュメで、基本的な内容を学び、リアクションペー 

パーの課題に対して自分自身の意見を述べる。 

岩下 

 

 

 

岩下 

 

 

 

 

 

岩下 

 

 

岩下 

 

 

岩下 

 

 

岩下 

 

 

 

岩下 

 

 

岩下 

教
科
書 

「家族社会学 基礎と応用 第３版」 

木下謙治監修、九州大学出版、２０１６年 
参
考
書
等 

「現代家族の社会学」石川実編、有斐閣ブックス、 

１９９７年 

「教養の家族社会学」西村洋子、学文社、１９９２年 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．定期試験（教科書持ち込み可）（６０％） 

２．リアクションペーパー（４０％） 

備
考 

家族とは何かを理解し、現代家族の意識の変化、並びに、家族の各段階における課題を把握し、看護職として患者と

その家族に対する理解を深めていく科目である。 

予習：授業の進み方が速いので、授業前に教科書を読むこと。 

復習：レジュメの内容を教科書で確認しておくこと。自分自身の家族について内省し、自分が経験している家族形態

以外にも関心の目を向けてみること。 

 

授
業
科
目 

法学 

（日本国憲法を含む） 

科 

目 

責
任
者 

畑中 祥子 単位数 ２ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

鹿野 浩子 時間数 ３０ 受講セメスター 
１・４年次 

後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 
主として市民と国家が関わる公法の領域を中心として、「公正」と「正義」という観点から、法的な思考方法と基

本概念を理解しながら、社会生活における法的な問題を考える。 

到達

目標 

１． 日本国憲法を中心として、「法」に関する基本的な概念と体系を理解する。 

２． 社会における「法」の役割と市民が「法」を「解釈すること」の意味を考える。 

３． 医療の領域において「法」がどのように機能して、運用されているのかを理解する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 

 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

 

 

１０ 

 

１１ 

 

１２ 

 

１３ 

 

１４ 

 

１５ 

現代社会と法 

 

 

憲法の基礎１ 

 

憲法の基礎２ 

 

憲法の基礎３ 

 

憲法の基礎４ 

 

 

民法の基礎１ 

 

民法の基礎２ 

 

民法の基礎３ 

 

刑法の基礎１ 

 

 

刑法の基礎２ 

 

家族と法１ 

 

家族と法２ 

 

職場と法１ 

 

職場と法２ 

 

評価 

［講義］ガイダンスとして、この科目の目的・目標と今後の予定を確認しなが

ら、法律学の勉強の仕方について学ぶ。 

 

［講義］日本国憲法の基本原理と基本的人権の総論部分を学ぶ。 

 

［講義］基本的人権の種類を学ぶ。 

 

［講義］基本的人権の「享有主体性」と「公共の福祉」による制約を学ぶ。 

 

［講義］日本国憲法が定める統治機構を整理しながら、安定的な政治運営のた

めの仕組みを学ぶ。 

 

［講義］民法の全体構造を整理しながら、「契約」理論を学ぶ。 

 

［講義］「不法行為」と「損害賠償」について学ぶ。(その①) 

 

［講義］「不法行為」と「損害賠償」について学ぶ。(その②) 

 

［講義］刑法の全体像を整理しながら、「罪刑法定主義」などの基本概念や考

え方を学ぶ。 

 

［講義］犯罪の成立要件を学ぶ。 

 

［講義］婚姻・出生・親子関係に関する法制度を学ぶ。 

 

［講義］死亡と相続に関する法制度を学ぶ。 

 

［講義］個別的労働関係法の全体像を学ぶ。 

 

［講義］集団的労働関係法の全体像を学ぶ。 

 

 

畑中 

 

 

畑中 

 

畑中 

 

畑中 

 

畑中 

 

 

畑中 

 

畑中 

 

畑中 

 

畑中 

 

 

畑中 

 

畑中 

 

畑中 

 

畑中 

 

畑中 

 

畑中 

教
科
書 

指定しない 
参
考
書 

「憲法１（人権）第６版」渋谷秀樹、有斐閣、２０１６年 

「憲法２（統治）第６版」渋谷秀樹、有斐閣、２０１６年 

「看護のための法学〔第４版〕」野崎和義・柳井圭子、 

法律文化社、２０１７年など、講義時に適宜提示する。 

履
修
条
件 

なし 

 

評
価
方
法 

レポート（１００％） 

 

備
考 

テーマごとにレジュメ・資料を配布する。予習として、資料および参考書等を必ず読むこと。復習は講義内容を自分

の言葉でまとめる。養護教諭２種免許状の申告に必要な科目である。 
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授
業
科
目 

法学 

（日本国憲法を含む） 

科 

目 

責
任
者 

畑中 祥子 単位数 ２ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

鹿野 浩子 時間数 ３０ 受講セメスター 
１・４年次 

後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 
主として市民と国家が関わる公法の領域を中心として、「公正」と「正義」という観点から、法的な思考方法と基

本概念を理解しながら、社会生活における法的な問題を考える。 

到達

目標 

１． 日本国憲法を中心として、「法」に関する基本的な概念と体系を理解する。 

２． 社会における「法」の役割と市民が「法」を「解釈すること」の意味を考える。 

３． 医療の領域において「法」がどのように機能して、運用されているのかを理解する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 

 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

 

 

１０ 

 

１１ 

 

１２ 

 

１３ 

 

１４ 

 

１５ 

現代社会と法 

 

 

憲法の基礎１ 

 

憲法の基礎２ 

 

憲法の基礎３ 

 

憲法の基礎４ 

 

 

民法の基礎１ 

 

民法の基礎２ 

 

民法の基礎３ 

 

刑法の基礎１ 

 

 

刑法の基礎２ 

 

家族と法１ 

 

家族と法２ 

 

職場と法１ 

 

職場と法２ 

 

評価 

［講義］ガイダンスとして、この科目の目的・目標と今後の予定を確認しなが

ら、法律学の勉強の仕方について学ぶ。 

 

［講義］日本国憲法の基本原理と基本的人権の総論部分を学ぶ。 

 

［講義］基本的人権の種類を学ぶ。 

 

［講義］基本的人権の「享有主体性」と「公共の福祉」による制約を学ぶ。 

 

［講義］日本国憲法が定める統治機構を整理しながら、安定的な政治運営のた

めの仕組みを学ぶ。 

 

［講義］民法の全体構造を整理しながら、「契約」理論を学ぶ。 

 

［講義］「不法行為」と「損害賠償」について学ぶ。(その①) 

 

［講義］「不法行為」と「損害賠償」について学ぶ。(その②) 

 

［講義］刑法の全体像を整理しながら、「罪刑法定主義」などの基本概念や考

え方を学ぶ。 

 

［講義］犯罪の成立要件を学ぶ。 

 

［講義］婚姻・出生・親子関係に関する法制度を学ぶ。 

 

［講義］死亡と相続に関する法制度を学ぶ。 

 

［講義］個別的労働関係法の全体像を学ぶ。 

 

［講義］集団的労働関係法の全体像を学ぶ。 

 

 

畑中 

 

 

畑中 

 

畑中 

 

畑中 

 

畑中 

 

 

畑中 

 

畑中 

 

畑中 

 

畑中 

 

 

畑中 

 

畑中 

 

畑中 

 

畑中 

 

畑中 

 

畑中 

教
科
書 

指定しない 
参
考
書 

「憲法１（人権）第６版」渋谷秀樹、有斐閣、２０１６年 

「憲法２（統治）第６版」渋谷秀樹、有斐閣、２０１６年 

「看護のための法学〔第４版〕」野崎和義・柳井圭子、 

法律文化社、２０１７年など、講義時に適宜提示する。 

履
修
条
件 

なし 

 

評
価
方
法 

レポート（１００％） 

 

備
考 

テーマごとにレジュメ・資料を配布する。予習として、資料および参考書等を必ず読むこと。復習は講義内容を自分

の言葉でまとめる。養護教諭２種免許状の申告に必要な科目である。 
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授
業
科
目 

政治と国際関係論 

科 

目 

責
任
者 

正田 浩由 単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

倉科 智行 時間数 １５ 受講セメスター 
１・２年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 
個人の生活と政治の関係、マスメディアと政治、国会と内閣、官僚と政治、政治と世界との関係について考察

するとともに、異文化についての理解を深め、国際協力の必要性と協力の方法を理解する。 

到達

目標 

１．政治が何であるのか、それが自分の生活にどう関わってくるのか、そのなかで自分はどう暮らしていけば

いいのかについて、主体的に考えられるような能力を養う。 
２．異文化についての理解を深め、国際協力の必要性とその方法を理解する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 
 
 
２ 
 
３ 
 
４ 
 
５ 
 
６ 
 
７ 
 
 
８ 

政治学・国際関係とはどの

ような学問か 
 
民主主義と議会制度 
 
集団安全保障体制 
 
資本主義と民主主義 
 
日本の立ち位置 
 
ヨーロッパ連合（ＥＵ） 
 
日韓関係と、今後の日本政

治・外交について 
 
試験 

［講義］政治学・国際関係がどのような学問かについて考察する。 
 
 

［講義］民主主義と議会制度について考察する。 

 

［講義］集団安全保障体制（国際連盟・国際連合）について考察する。 
 
［講義］資本主義と民主主義の関係について考察する。 
 
［講義］戦後日本のあり方について考察する。 
 
［講義］ヨーロッパの統合と国家のあり方について考察する。 

 
［講義］独裁政権下の韓国の民主化闘争と日本との関係、さらには

これからの日本政治・外交について考察する。 

正田 
 
 

正田 
 

正田 
 

正田 
 

正田 
 

正田 
 

正田 
 
 

正田 

教
科
書 

指定しない 参
考
書
等 

授業中必要に応じて紹介する。 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．筆記試験（７０％） 
２．受講態度（３０％） 

備
考 

政治は我々の生活そのものであり、政治家や官僚が独占すべきものではない。だから政治を特別なものと考えず、皆

さんが普段持っている感覚を大事に受講してほしい。その上で、予習はシラバス記載のキーワードを自分で調べ、さ

らには見出しだけでも良いので新聞に目を通すようにしてほしい。講義をただ聞くだけの受け身の態度ではなく、自

分の頭で自身の問題として主体的にしっかりと考えることを求める。復習は講義内容を踏まえ、改めて調べること。 
 

授
業
科
目 

経済学 

科 

目 

責
任
者 

吉川 薫 単位数 １ 必修選択別 必修 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

鹿野 浩子 時間数 １５ 受講セメスター 
１年次 

後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 
経済学の基礎的な理論を理解し、市場経済下における消費者や生産者の行動を考察するとともに、マクロ経

済学の基本である有効需要の原理を理解する。 

到達

目標 

１．市場経済下における消費者および生産者の行動を理解する。 

２．国民経済全体を記述する国民所得決定の理論を理解する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

８ 

 

 

希少性と資源配分 

 

 

需要と供給 

 

 

価格の決定とその変化 

 

 

資源配分と所得分配の

決定 

 

政府の役割 

 

 

国内総生産の決定 

 

 

経済の変動と安定化政

策 

 

試験 

 

［講義］経済学とは何か、および経済学で最も重要な側面である

資源配分問題を考えるとき必要な用語や概念を学ぶ。 

 

［講義］消費財を例にとって、需要と供給を決める要因について

学ぶ。 

 

［講義］需要曲線、供給曲線を使って、市場における価格の決定

について学ぶ。 

 

［講義］市場経済における資源配分と所得分配の決定、単純な経

済循環について学ぶ。 

 

［講義］市場経済における政府の役割（法による支配、資源配分、

所得分配）について学ぶ。 

 

［講義］マクロ経済学の諸概念、国内総生産と国内総支出の決定 

(有効需要の原理)について学ぶ。 

 

［講義］国内総生産の変動、マクロ経済の安定化政策について学

ぶ。 

 

 

 

 

吉川 

 

 

吉川 

 

 

吉川 

 

 

吉川 

 

 

吉川 

 

 

吉川 

 

 

吉川 

 

 

吉川 

 

教
科
書 

「経済学への招待」岩田規久男、新世社、 

２００７年 参
考
書
等 

・「入門経済学」第４版 伊藤元重、日本評論社、 

２０１５年 

・「コンパクト経済学」第2版、井堀利宏、新世社、 

２０１７年 

・「経済学入門」奥野正寛、日本評論社、２０１７年 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１ 定期試験（９０％） 

２ 学習態度（１０％） 

備
考 

授業の前後に予習（教科書を読み、重要な点を書き出す）、復習（練習問題を解く）をすること。 

 

25



授
業
科
目 

経済学 

科 

目 

責
任
者 

吉川 薫 単位数 １ 必修選択別 必修 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

鹿野 浩子 時間数 １５ 受講セメスター 
１年次 

後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 
経済学の基礎的な理論を理解し、市場経済下における消費者や生産者の行動を考察するとともに、マクロ経

済学の基本である有効需要の原理を理解する。 

到達

目標 

１．市場経済下における消費者および生産者の行動を理解する。 

２．国民経済全体を記述する国民所得決定の理論を理解する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

８ 

 

 

希少性と資源配分 

 

 

需要と供給 

 

 

価格の決定とその変化 

 

 

資源配分と所得分配の

決定 

 

政府の役割 

 

 

国内総生産の決定 

 

 

経済の変動と安定化政

策 

 

試験 

 

［講義］経済学とは何か、および経済学で最も重要な側面である

資源配分問題を考えるとき必要な用語や概念を学ぶ。 

 

［講義］消費財を例にとって、需要と供給を決める要因について

学ぶ。 

 

［講義］需要曲線、供給曲線を使って、市場における価格の決定

について学ぶ。 

 

［講義］市場経済における資源配分と所得分配の決定、単純な経

済循環について学ぶ。 

 

［講義］市場経済における政府の役割（法による支配、資源配分、

所得分配）について学ぶ。 

 

［講義］マクロ経済学の諸概念、国内総生産と国内総支出の決定 

(有効需要の原理)について学ぶ。 

 

［講義］国内総生産の変動、マクロ経済の安定化政策について学

ぶ。 

 

 

 

 

吉川 

 

 

吉川 

 

 

吉川 

 

 

吉川 

 

 

吉川 

 

 

吉川 

 

 

吉川 

 

 

吉川 

 

教
科
書 

「経済学への招待」岩田規久男、新世社、 

２００７年 参
考
書
等 

・「入門経済学」第４版 伊藤元重、日本評論社、 

２０１５年 

・「コンパクト経済学」第2版、井堀利宏、新世社、 

２０１７年 

・「経済学入門」奥野正寛、日本評論社、２０１７年 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１ 定期試験（９０％） 

２ 学習態度（１０％） 

備
考 

授業の前後に予習（教科書を読み、重要な点を書き出す）、復習（練習問題を解く）をすること。 
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授
業
科
目 

文化人類学 

科 

目 

責
任
者 

山越 英嗣 単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 学 

内 

調
整
者 

大塚 公一郎 時間数 １５ 受講セメスター 
１・４年次 

後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 
家族と親族、地域社会・共同体・民族などの概念から、わが国の土着の文化を含めた多様な文化への理解を

深め、文化の比較を行い、文化人類学を理解する。 

到達

目標 

文化がもつ様々な働きや、思考・行動との関係性を具体的に理解し、患者の多様な受療行動の文化的・社会

的背景を見通す視点を獲得する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

８ 

 

 

 

文化人類学の歴史（１） 

 

 

文化人類学の歴史（２） 

 

 

死と文化 

 

 

現代社会における宗教 

 

 

食と文化（１） 

 

 

 

食と文化（２） 

 

 

 

病と健康 

 

 

評価 

［講義］社会進化論から文化相対主義までの軌跡を学び、文化人

類学的な思考の仕方がどのようなものかを理解する。 

 

［講義］現代社会のキーワードとなっているグローバリゼーショ

ンや多文化社会がどのようなことかを学ぶ。 

 

［講義］本当に死は生の終わりなのだろうか。死に対する多様な

社会的意味づけを学ぶ。 

 

［講義］日本の民間信仰に注目し、宗教が人々のライフサイクル

をどのように説明し、意味づけているのかを学ぶ。 

 

［講義］人はどのようにして「食べていいもの」と「食べてはい

けないもの」を区別するのかをクジラ・イルカ漁を事例

に考える。 

 

［講義］人はどのようにして「食べていいもの」と「食べてはい

けないもの」を区別するのかをクジラ・イルカ漁を事例

に考える。 

 

［講義］病気と健康の境界はどこに存在するのかを文化人類学的

な視点から考える。 

 

 

 

 

 

山越 

 

 

山越 

 

 

山越 

 

 

山越 

 

 

山越 

 

 

 

山越 

 

 

 

山越 

 

 

山越 

 

教
科
書 

指定しない 参
考
書
等 

「文化人類学 (系統看護学講座 基礎分野) 」 

波平恵美子編、医学書院、２０１１年 

履
修
条
件 

なし 評
価
方
法 

１．レポートおよびリアクションペーパー（７０％） 
２．授業参加態度（３０％） 
 

備
考 

本講義は、患者の日常生活や価直観、保健師等が関わる地域社会、国際的な医療活動、質的調査・研究の方法などに
関心がある学生を対象に構成している。また、科目の性格上、インタラクティブな授業のなかで自ら考えることが重
要なので、積極的な授業参加を評価する。事前学習として新聞などでの情報収集を、事後学習として授業中に指示し
た図書や配布資料の精読を課す。 

 

授
業
科
目 

ジェンダー論 

科
目
責
任
者 

成田 伸 

単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 
時間数 １５ 受講セメスター 

１・４年次 
後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 
ジェンダーの概念を理解すると共に、セクシュアリティを有する人間生活におけるさまざまな事象をジェン

ダーの視点から見直すことを学ぶ。さらには、ジェンダーと医療・看護との関係について考察する。 

到達

目標 

１．ジェンダーの概念を理解し、セクシュアリティを有する人間生活における様々な事象をジェンダーの視

点から考察する。 

２．セクシュアリティとジェンダーの関係性を理解する。 

３．ジェンダーと医療・看護との関係について考察する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容並びに方法 担当教員 

１・２ 

 

 

 

３・４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６・７ 

 

 

８ 

 

 

 

ジェンダーの歴史と基

礎的概念 
 
 
ジェンダーの視点から

みた日本の社会 
 
 
セクシュアリティとジ

ェンダー 
 
 
ジェンダーと医療・看護 
 
 
評価 

［講義］女性学・ジェンダーの歴史、ジェンダーについての基礎

的概念について学習する。 
 
 
［講義］ジェンダーの視点から、日本の社会を見直し、考える。 
 
 
 
［講義］性別・セックス、セクシュアリティ等の概念とジェンダ 

ーとの関係について学習する。 
 
 

［講義］医療・看護に潜むジェンダーの問題について考える。 
 
 

白井 
 
 
 

白井 
 
 
 

成田 
 
 
 

成田 
 
 

成田 
 

教
科
書 

指定しない 
 参

考
書
等 

なし 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．課題レポート（６０％） 

２．毎回の講義についての意見の表明の評価（４０％） 

備
考 

看護すること、看護職であることは、ジェンダーと密接な関係にある。 
特に将来助産師になることを希望する学生には、履修をお勧めする。 
受講中は、新聞での報道や IT 情報等に関心を持ち、事前学習すること。また講義で紹介した内容についても同様に

情報収集することで復習となる。それらの学習の積み重ね、内容豊富な課題レポートを仕上げる。 
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授
業
科
目 

ジェンダー論 

科
目
責
任
者 

成田 伸 

単位数 １ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 
時間数 １５ 受講セメスター 

１・４年次 
後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 
ジェンダーの概念を理解すると共に、セクシュアリティを有する人間生活におけるさまざまな事象をジェン

ダーの視点から見直すことを学ぶ。さらには、ジェンダーと医療・看護との関係について考察する。 

到達

目標 

１．ジェンダーの概念を理解し、セクシュアリティを有する人間生活における様々な事象をジェンダーの視

点から考察する。 

２．セクシュアリティとジェンダーの関係性を理解する。 

３．ジェンダーと医療・看護との関係について考察する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容並びに方法 担当教員 

１・２ 

 

 

 

３・４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

６・７ 

 

 

８ 

 

 

 

ジェンダーの歴史と基

礎的概念 
 
 
ジェンダーの視点から

みた日本の社会 
 
 
セクシュアリティとジ

ェンダー 
 
 
ジェンダーと医療・看護 
 
 
評価 

［講義］女性学・ジェンダーの歴史、ジェンダーについての基礎

的概念について学習する。 
 
 
［講義］ジェンダーの視点から、日本の社会を見直し、考える。 
 
 
 
［講義］性別・セックス、セクシュアリティ等の概念とジェンダ 

ーとの関係について学習する。 
 
 

［講義］医療・看護に潜むジェンダーの問題について考える。 
 
 

白井 
 
 
 

白井 
 
 
 

成田 
 
 
 

成田 
 
 

成田 
 

教
科
書 

指定しない 
 参

考
書
等 

なし 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．課題レポート（６０％） 

２．毎回の講義についての意見の表明の評価（４０％） 

備
考 

看護すること、看護職であることは、ジェンダーと密接な関係にある。 
特に将来助産師になることを希望する学生には、履修をお勧めする。 
受講中は、新聞での報道や IT 情報等に関心を持ち、事前学習すること。また講義で紹介した内容についても同様に

情報収集することで復習となる。それらの学習の積み重ね、内容豊富な課題レポートを仕上げる。 
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授
業
科
目 

情報学 

科
目
責
任
者 

関山 友子 

単位数 ２ 必修選択別 選択 
履修条件 

なし 
時間数 ３０ 受講セメスター 

１・４年次 

後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 情報とは何かを学び、情報量の概念を理解し、メディアリテラシー能力を養う。 

到達

目標 

１．情報や情報学を理解し、情報学の医療や看護にとっての必要性を理解する。 

２．コンピュータの仕組み、情報処理の仕組みなど、情報学の基礎的な知識を習得する。 

３．メディアリテラシー能力を養う。 

４．情報（ネットワーク）モラルを理解する。 

回数 

（１回９０分）
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

８ 

 

９～１２ 

 

 

１３・１４ 

 

 

１５ 

情報科学の基礎 

 

 

看護と情報 /  

コンピュータの基礎 

 

コンピュータと 

ネットワーク 

 

院内情報システムと 

情報倫理 

 

情報リテラシー（１） 

 

情報リテラシー（２） 

 

 

コンピュータの基本的な

操作 

 

ワープロソフト演習 

 

表計算ソフト演習 

 

 

プレゼンテーションソフ

ト演習 

 

試験 

［講義］情報とは何か、情報量、情報の符号化などについて学習す

る。 

 

［講義］「看護」における情報の役割を整理する。 

    コンピュータの基本的な機能などについて学習する。 

 

［講義］ハードウェアとは何か、ソフトウェアとは何か、インター

ネットの仕組みとは、などを学習する。 

 

［講義］院内における情報システムの役割、情報を扱う上での倫理

や法律などを学習する。 

 

［講義］情報リテラシーの概要、情報収集の方法などを学習する。 

 

［講義］情報発信をする際の注意点、プレゼンテーション時の注意

点などを学習する。 

 

［演習］コンピュータの基本的な操作方法を学習する。 

 

 

［演習］ワープロソフトを用いて文書を作成する能力を習得する。 

 

［演習］表計算ソフトを用いて表やグラフを作成する能力を習得す

る。 

 

［演習］プレゼンテーションソフトを用いてスライドを作成する能

力を習得する。 

 

関山 

 

 

淺田 

 

 

淺田 

 

 

淺田 

 

 

淺田 

 

淺田 

 

 

関山 

 

 

関山 

 

関山 

 

 

関山 

 

 

関山 

教
科
書 

指定しない 
参
考
書
等 

「系統看護学講座 別巻 看護情報学」中山和弘他、 

医学書院、２０１７年 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．筆記試験（７０％） 

２．レポート（１５％） 

３．学習態度（１５％または減点法） 

備
考 

情報学は、他のすべての科目と密接な関わりをもつ科目である。演習については、単に課題をこなすのではなく、能

力を習得することを目標として取り組む必要がある。予習は特に必要ないが、配布資料や Moodle 等で十分復習をし

て定期試験に臨むこと。また、本科目は養護教諭二種免許状の申請に必要な科目である。 
 

 

授
業
科
目 

統計学 

科
目
責
任
者 

関山 友子 

単位数 １ 必修選択別 必修 
履修条件 

なし 
時間数 １５ 受講セメスター 

２年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 推測統計学の基本的な概念を理解し、それを医療や看護の場面で応用できる能力を養う。 

到達

目標 

１．データのもつ意味、母集団と標本の概念、仮説検定の方法など、統計学の基本を理解する。 

２．調査などで必要とされるデータの整理、統計的処理、処理結果の解釈などの実践的な能力を養う。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容並ならびに方法 担当教員 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

８ 

尺度と度数分布 

 

 

代表値 

 

 

散布度 

 

 

 

相関と回帰 

 

 

確率・順列・組み合わせ 

 

 

確率分布 

 

 

母集団と標本 

 

 

試験 

［講義］統計学の必要性、質的データと量的データの違い、尺度、

度数分布表や度数分布図のつくり方を学習する。 

 

［講義］平均値、中央値、最頻値、四分位数、百分位数などの代

表値の特性を学習する。 

 

［講義］範囲、四分位偏差、標準偏差、分散、変動係数などの散

布度の特性を学習する。また、絶対的散布度と相対的散

布度の違いを理解する。 

 

［講義］相関や相関係数の意味、相関関係と因果関係との違い、

回帰と回帰直線の意味を理解する。 

 

［講義］確率に関する定理、順列と組み合わせの違い、ベイズの

定理などを学習する。 

 

［講義］正規分布、カイ二乗（χ２）分布、ｔ分布、Ｆ分布、二

項分布、ポアソン分布などの性質と特徴を理解する。 

 

［講義］母集団と標本集団の関係を学習し、母集団から標本を偏

りなく抽出する方法を学習する。 

関山 
 
 

関山 
 
 

関山 
 
 
 

関山 
 
 

関山 
 
 

関山 
 
 

関山 
 
 

関山 

教
科
書 

「やさしい保健統計学（改訂第５版増補）」 

縣 俊彦、南江堂、２０１９年 参
考
書
等 

「基本からわかる看護統計学入門」大木秀一、 

医歯薬出版、２０１６年 

「量的な看護研究の基本」大木秀一、医歯薬出版、 

２０１４年 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．定期試験（８５％） 

２．学習態度（１５％または減点法） 

備
考 

統計学は、統計学演習のベースになる科目であり、講義内容をよく理解しておかなければ、統計学演習の講義・演習

内容が理解できなくなる。したがって、講義前に教科書等により予習し、講義終了後、教科書や配布資料等を用いて

復習をしっかりしておく必要がある。また、本科目は養護教諭二種免許状の申請に必要な科目である。 
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授
業
科
目 

統計学 

科
目
責
任
者 

関山 友子 

単位数 １ 必修選択別 必修 
履修条件 

なし 
時間数 １５ 受講セメスター 

２年次 
前学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 推測統計学の基本的な概念を理解し、それを医療や看護の場面で応用できる能力を養う。 

到達

目標 

１．データのもつ意味、母集団と標本の概念、仮説検定の方法など、統計学の基本を理解する。 

２．調査などで必要とされるデータの整理、統計的処理、処理結果の解釈などの実践的な能力を養う。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容並ならびに方法 担当教員 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

８ 

尺度と度数分布 

 

 

代表値 

 

 

散布度 

 

 

 

相関と回帰 

 

 

確率・順列・組み合わせ 

 

 

確率分布 

 

 

母集団と標本 

 

 

試験 

［講義］統計学の必要性、質的データと量的データの違い、尺度、

度数分布表や度数分布図のつくり方を学習する。 

 

［講義］平均値、中央値、最頻値、四分位数、百分位数などの代

表値の特性を学習する。 

 

［講義］範囲、四分位偏差、標準偏差、分散、変動係数などの散

布度の特性を学習する。また、絶対的散布度と相対的散

布度の違いを理解する。 

 

［講義］相関や相関係数の意味、相関関係と因果関係との違い、

回帰と回帰直線の意味を理解する。 

 

［講義］確率に関する定理、順列と組み合わせの違い、ベイズの

定理などを学習する。 

 

［講義］正規分布、カイ二乗（χ２）分布、ｔ分布、Ｆ分布、二

項分布、ポアソン分布などの性質と特徴を理解する。 

 

［講義］母集団と標本集団の関係を学習し、母集団から標本を偏

りなく抽出する方法を学習する。 

関山 
 
 

関山 
 
 

関山 
 
 
 

関山 
 
 

関山 
 
 

関山 
 
 

関山 
 
 

関山 

教
科
書 

「やさしい保健統計学（改訂第５版増補）」 

縣 俊彦、南江堂、２０１９年 参
考
書
等 

「基本からわかる看護統計学入門」大木秀一、 

医歯薬出版、２０１６年 

「量的な看護研究の基本」大木秀一、医歯薬出版、 

２０１４年 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．定期試験（８５％） 

２．学習態度（１５％または減点法） 

備
考 

統計学は、統計学演習のベースになる科目であり、講義内容をよく理解しておかなければ、統計学演習の講義・演習

内容が理解できなくなる。したがって、講義前に教科書等により予習し、講義終了後、教科書や配布資料等を用いて

復習をしっかりしておく必要がある。また、本科目は養護教諭二種免許状の申請に必要な科目である。 
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授
業
科
目 

統計学演習 

科
目
責
任
者 

関山 友子 

単位数 １ 必修選択別 必修 
履修条件 

なし 
時間数 ３０ 受講セメスター 

２年次 

後学期 

学
習
目
的
と 

 

到
達
目
標 

目的 統計学で学習した内容をさまざまな場面で応用できる能力を養う。 

到達

目標 

１．統計解析ソフトの使い方を修得する。 

２．統計解析ソフトを使うためには、どのような準備が必要かを理解する。 

３．統計解析ソフトを利用して解析した結果を、どのように読むのかを理解する。 

回数 

(１回９０分) 
学習課題 学習内容ならびに方法 担当教員 

１ 

 

 

２・３ 

 

 

 

４．５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

８ 

 

 

９・１０ 

 

 

１１ 

 

 

 

１２ 

 

 

１３・１４ 

 

 

１５ 

オリエンテーション 

 

 

仮説検定（１） 

 

 

 

仮説検定（２） 

 

 

仮説検定（３） 

 

 

統計解析演習（１） 

 

 

統計解析演習（２） 

 

 

統計解析演習（３・４） 

 

 

統計解析演習（５） 

 

 

 

統計解析演習（６） 

 

 

統計解析演習（７・８） 

 

 

試験 

［講義］「統計学」で学習した内容を整理し、「統計学演習」で学

ぶべき内容を理解する。 

 

［講義］帰無仮説と対立仮説、両側検定と片側検定、有意水準（危

険率）と限界確率、第１種の過誤と第２種の過誤などを

学習する。 

 

［講義］平均値の差の検定、独立性の検定の内容と意味を理解す

る。 

 

［講義］分散分析法（一元配置分散分析、二元配置分散分析など）

について学習する。 

 

［演習］統計解析を行うためのＥｘｃｅｌおよびＳＰＳＳへのデ

ータの入力方法を学習する。 

 

［演習］ＳＰＳＳに入力したデータを用いて、単純集計を行う方

法、基本統計量を算出する方法を学習する。 

 

［演習］ＳＰＳＳに入力したデータから平均値の差の検定を行う

方法、その検定結果の読み方を学習する。 

 

［演習］ＳＰＳＳに入力したデータからクロス表を作成する方

法、独立性の検定を行う方法、およびその検定結果の読

み方を学習する。 

 

［演習］ＳＰＳＳに入力したデータから一元配置分散分析を行う

方法、その検定結果の読み方を学習する。 

 

［演習］質問紙調査の回答の入力方法、回答の集計の方法、特に複

数回答の処理の方法を学習する。 

 

関山 

 

 

関山 

 

 

 

関山 

 

 

関山 

 

 

関山 

 

 

関山 

 

 

関山 

 

 

関山 

 

 

 

関山 

 

 

関山 

 

 

関山 

教
科
書 

「やさしい保健統計学（改訂第５版増補）」 

縣 俊彦、南江堂、２０１９年 
参
考
書
等 

「基本からわかる看護統計学入門」大木秀一、 

医歯薬出版、２０１６年 

「量的な看護研究の基本」大木秀一、医歯薬出版、 

２０１４年 

履
修
条
件 

なし 
評
価
方
法 

１．定期試験（７０％） 

２．演習時の課題レポート（１５％） 

３．学習態度（１５％または減点法） 

備
考 

統計学演習は、統計学に引き続く科目であり、統計学での講義内容を十分に習得していることを前提として展開され

る。したがって、統計学の内容の理解が十分でない者は、事前に再度学習しておく必要がある。教科書や配布資料、

Moodle等で十分復習して定期試験に臨むこと。また、本科目は養護教諭二種免許状の申請に必要な科目である。 
 

 

 

 

 

 

 

看 護 学 分 野 
 

 

発達過程に共通する看護実践 
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